
第４章 上黒岩遺跡出土石器

１ 石器および石材の組成と消費

（１）石器組成の様相と変遷

上黒岩遺跡の最終発掘調査が１９７０年に終了してから４０年近い歳月が過ぎ，整理にあたっては遺

物の所在やラベルに記載された層位名の意味や記号が判明しなかった部分も多い。可能な限り全貌

を窺えるものにするために心を尽くしたが，力及ばず断念した部分もある。今後の課題としては，

特に縄文時代早期・前期を中心に調査区・層位ごとに石器の割合に偏りがみられる部分の是正が必

要と考えている。今回，実測・整理をとおして知りえた石器の変遷について層位別に整理したい。

３層 もともと１層から３層は撹乱層として認識されていたためか，精査された形跡がなく遺物

量は多くない。平凡社発行の『日本の洞穴遺跡』では上黒岩遺跡３層からは縄文時代前期の九州系

轟式土器が出土するとされている［江坂ほか１９６７］。石鏃が１６点あり，抉りの深い例が目立つ。抉

りが無い例については６層段階からそれ以前の可能性もあるが，縄文時代晩期終末の「黒土B１式

土器」の破片が上層から出土するのでこれに帰属する可能性も含めておきたい。石鏃の形態には押

型文土器に伴う脚部が鍬状に張った典型的な鍬形鏃はない。

１点出土した楔形石器は縄文時代早期に多い石器であるが，愛媛県中津川洞穴で縄文時代前期の

層から槍先形尖頭器の基部とされたなかにも存在している［長井２００４］。石錘は１点，凹石・敲石

１点，削器１点である。凹石・敲石はＣ区６層に顕著な石器であるが，層位的に隔たっていること

と６層に特徴的な石器が見あたらないことから６層に由来を考える必要はないだろう。石錘は４層

に特徴的な石器であるが，やや小型。これまでの観察から狩猟具，漁猟具，切削具，調理加工具，

工具などが揃っているが，石器の種類と量からみると短期の作業用出先小屋として利用されたのだ

ろう。

以上，３層石器の内容をみたが，縄文時代前期の石器に若干縄文時代早期的な要素が客体的に含

まれるという理解になる。

４層 ４層は押型文土器の包含層と『日本の洞穴遺跡』には記載されている［江坂ほか１９６７］。

Ａ区・Ａ拡張区では人骨が大量に発見されたことに伴う丁寧な検出・清掃作業もあって遺物が多

く出土している。主要な石器類は石鏃１８点，同未成品２点，楔形石器１点，石錘２点，敲石・磨

石２点である。石鏃には大型の例や，脚の端部が大きく円い例もある。また鍬形鏃といってよい例

も含まれていた。Ｂ区では石鏃１点・同未成品１点，石錘１点，敲石１点。Ｃ区では石鏃６点，削

器１点，楔形石器１点，石錘１点がある。このほか１次調査時にトロトロ石器・石匙が出土してお

り，本来は４層の押型文土器の時期にともなうのであろう。

Ｃ区は４層の堆積によってかなり庇下のスペースが狭められたとはいえ，岩陰全体のなかでは最

も庇が発達したところである。その意味では安定した生活空間であったと推定される。一方Ａ区・

Ａ拡張区はこぢんまりとした岩陰奥部であり，合葬墓が形成されるなど，言わば岩陰内の墓地で

あった。しかし岩陰内における場所の利用に際して，Ａ区・Ａ拡張区は死者が眠る墓地であるとい
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う二元論的違いはあるものの，石器類等の分布からみるとＢ・Ｃ・Ｄ区と同様な生活場所でもあっ

た。その意味で外界から遮られた聖域という意味での奥津城的性格の場所ではない。縄文時代早期

において死者を埋葬した場所で生活する例は大分県の枌洞穴・同県稲荷洞穴・同県川原田岩陰・長

崎県岩下洞穴でもみられ，格別なことではない。むしろ死者と共に生活するという縄文時代人の死

生観を示すが，それは日々の生活場所と埋葬場所が未分化の状態を物語っているという理解になろ

う。

５層 ５層は破砕礫層とされており，無遺物層とされていた。遺物は４次調査Ａ区で若干出土し

ているが，６層の特徴を示し，本来は６層の文化層に帰属するのだろう。

石鏃は３点と凹石・敲石１点である。石鏃は両側縁に肩部が付き，抉り部分が二等辺三角形を呈

する例で６層の出土例と同形態である。また凹石も６層に多い加工具である。

６層 ６層は第２黒土層・黒褐色土層と呼ばれ無紋土器が出土する包含層とされていたが，今回

の整理作業では隆起線文土器も出土している。

Ａ区・Ａ拡張区では剥片石器の狩猟具として石鏃１点，有茎尖頭器１点，有茎尖頭器の未成品２

点，槍先形尖頭器１点，加工具として掻器４点，削器１点，石篦４点，同未成品１点，敲石１点で

ある。

Ａ区の石鏃には側縁に肩部があり，長軸より幅の長さが長く，緩い凹基の石鏃で，５層のものと

同様な特徴を有する。また掻器の中には親指状の例があり，早川正一の言う「Thumb nail scraper」

に当たる。早川は東日本においては石刃技法と掻器が結びつき，石刃技法の消滅に伴って掻器の矮

小化したものを「Thumb nail scraper・Round scraper」（拇指状掻器）とし，それらは縄文時代草

創期において日向第１洞穴・火箱岩洞穴・小瀬ヶ沢洞窟・室谷洞窟・柳又Ｂ遺跡・石小屋洞穴・南

原遺跡・花見山遺跡・荻平遺跡Ａ地点・酒呑ジュリンナ遺跡・不動ヶ岩屋洞穴など日本の広い範囲

に分布することを指摘した［早川１９８２］。この６層例以外にも拇指状掻器は出土しており，上黒岩

遺跡の事例は縄文時代草創期に広がった東北日本地域の伝統にその系譜を引く特徴的な石器の範疇

で理解が可能な石器である。

調整加工の特徴から有茎尖頭器と推定される例と同未成品出土しているが，本来的に６層にとも

なうのか，７～９層の有茎尖頭器の文化層から遊離したものかは大きな問題である。有茎尖頭器の

未成品ではあるが明瞭に茎部が突出していることと，６層にも９層に特徴的な水滴形の未成品があ

る。しかも有茎尖頭器の製作技術で観察される平行剥離の特徴を有している破損品もある。

石篦と同未成品も上黒岩遺跡Ａ区７層・Ｂ区９層・Ｃ区９層などで特徴的な石器である。６層の

石篦に強いて７・９層の例との違いを見出すことはない。

Ｂ区６層では石鏃１例，石篦２例である。石鏃は二等辺三角形で，僅かに基部が湾曲する例で，

６層の出土例としても違和感はない。

Ｃ区・Ｃ拡張区６層では剥片石器の狩猟具として石鏃１点（２．５６％）・石鏃の未成品１点（２．５６％），

工具として楔形石器１点（２．５６％）・小型敲石１点（２．５６％），加工具として石篦の未成品４点

（１０．２５％），石核１点，大型石器は凹石・敲石・磨石・台石・礫器などの属性を有する例が３０点

（７６．９２％），砥石１点（２．５６％）である。石鏃等の小型剥片石器については本来の組成数を示してい

ない可能性はある。一方で調査時のミスで紛失する可能性の少ない大型石器類が比較的に多く出て
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いることが注目される。

Ｄ区は２次調査時の調査区域であるが，９層を除く各層で遺物が少ない。このときの資料の多く

が層位不明となっており，著しく組成の理解を妨げている要因である。今回の報告で取り上げたＤ

区の資料は石鏃だけである。これはＣ区出土と記載されたラベルが同封され，一括して保管して

あった。しかしその多くが『日本の洞穴遺跡』の写真図版に「Ｄ区６層」と記載された例であり，

本稿ではそれにしたがった。ただし一括保管されていたもののうち，『日本の洞穴遺跡』の写真に

載っていなかった一部の例については，Ｃ区出土であった可能性もある。

Ｄ区出土とした石鏃は１４点ある。一見して，上位層の石鏃と平面形の違いが判る。すなわちそ

の多くが抉りのない平基式石鏃か，基部端が極緩いカーブをもつ石鏃である。これらの石鏃は近年

西日本で出土事例が増加しつつある縄文時代草創期中葉～末葉にかけての事例と大きな齟齬はない。

また抉りはあるが形態的にアメリカ式石鏃に似た石鏃は異質であり，異系等と推定される。このア

メリカ式石鏃に似た石鏃のうち１例には表裏両面の中央部域を磨いているが，局部磨製～磨製石鏃

ということに限っていえば縄文時代早期前葉の福岡県松木田遺跡下層・長崎県岩下洞穴であるとか，

縄文時代草創期後葉の鹿児島県奥ノ仁田遺跡でみら
（１）

れる。石鏃のなかには出土位置・出土層位が

はっきりしない例を含むが，岩陰の入り口側西半部に当たるＣ区またはＤ区出土である。

槍先形尖頭器は縄文時代草創期初頭から縄文時代早期に至るまでみられるもので，Ｄ区の例につ

いても基本装備としての位置付けに問題はない。しかし槍先形尖頭器は量が少なく，狩猟具として

は補助的な役割だったのであろう。

以上，６層の石器について整理すると，石鏃類等の剥片石器は上黒岩遺跡の全域に分布していた

と推定される。このなかで，最も注意されるのは凹石・敲石・磨石・台石・砥石等の大型石器がＣ

区・Ｃ拡張区に集中することであろう。この大型石器類は，石器製作専用の敲石と違って，磨滅・

打痕・小剥離，凹部など使用に係る属性が形成されるなど多目的の石器で，調理加工・工具・加工

具等の用途が推定される。これらの石器が集中する場所は他地区にはない。４層の部分で触れたよ

うにＣ区・Ｃ拡張区は上黒岩遺跡のなかで最も庇が発達している場所である。しかも６層段階にお

いては堆積土の高さが低く，その分雨だれライン内のスペースが広く生じていた時期である。この

意味でＣ区・Ｃ拡張区は調理加工・工具加工等の諸作業を行った生活の中心であったと推定する。

なお３次調査でＤ地区に近いＣ拡張区６層の岩壁よりで，「ほぼ完存した人の上腕骨を発掘した

…」と江坂輝彌が記して
（２）

いる。この江坂の記載には人骨研究者の同定を経たという記載がなく，真

実性にかける。もし江坂のいうとおりであれば，上黒岩遺跡６層段階における人の墓地がＣ区・Ｃ

拡張区の岩壁付近にあったことになり，石器類の分布圏からみた居住域と重なることになる。

７層 ２・３次調査Ｃ区・Ｄ区で第�破砕礫層とされてきた無遺物層が７層である。Ａ区におい

ては６層と７層はほぼ同じ層相で，Ｃ・Ｄ区の９層にも酷似する層であると調査日誌に記されてい

る。土器は隆起線文土器や無紋土器，それに線刻礫も出土する層である。このように調査次・調査

区の違いで別の層として捉えられた。遺物の内容からＡ区７層はＢ・Ｃ・Ｄ区９層に近い層である。

Ａ区の組成は，狩猟具として石鏃２点（４．９３％），有茎尖頭器７点（１５．５５％），同未成品８点

（１７．７７％），槍先形尖頭器１点（２．２２％），加工・工具・切削具では掻器５点（１１．１１％），削器３点

（６．６６％），加工痕ある石器４点（８．９％），石篦９点（２０％），同未成品２点（４．９３％），礫器１点（２．２２％），
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剥片剥離・細部調整用の敲石３点（６．６６％），石核１点という内訳である。なお，古田幹が算出し

たＡ区７層の組成は尖頭器１７点，有茎尖頭器６点，石鏃２点，スクレイパー３点，礫器３点，敲

石２点，磨石３点UF３５点，剥片６８０点である［古田１９８９］。古田の算出は筆者の算出と器種認定

で異なる部分もあるが，補完的な意味で参考となる。石鏃は三角形の平基式と三角形の底辺が弧状

になる形態で，６層の事例と大きな違いはないが，６層の出土数に較べて著しく数が減っている。

有茎尖頭器は基本的に茎部幅が長く，茎部長が短い柳又系有茎尖頭器の範疇で理解が可能な一群と

そうでない一群に区分できる。後者は，側縁部が突出して逆刺部と直線的に一体化した例と，磁器

の高台側面のような突出した茎部を持つ例であるが，いずれも茎部長が短いことでは柳又系有茎尖

頭器と変わらない。このような茎部について筆者は類例を知らない。掻器は平面形が卵形をしたも

のと，「Thumb nail scraper」と呼ばれる例で，いずれも縄文時代草創期に盛行する石器で，６層

例と同様。石篦は平面形が水滴形・撥形で，上端がやや円く，下端の刃部が半円形となるもので，

大多数が中ほどで破損している。敲石は小型で，器面に打痕しかない単一目的用の敲石であり，凹

石・磨石・敲石・台石等が複合した大型石器がみられない。

調査日誌では４次調査の際にＢ地区との境界にあたるＣ地区東壁の断面清掃中に７層から有茎

尖頭器２点，同未成品１点が出土している。２・３次調査ではＣ地区の７層は無遺物層であった

が，４次調査では出土したことになるが，それまでの層位と，Ａ区７層との関係は明確でない。有

茎尖頭器は小型で，ほとんど正三角形で平基に近い例と通常の茎部が幅広で茎部長の短い例である。

両例とも長さが約３０mm前後の事例からなる。

８層 Ａ区８C層は５次調査で調査された層である。調査日誌では有茎尖頭器が出ていることか

らＢ・Ｃ区の９層に相当する可能性を指摘しているが，決定的な確証が得られなかったようである

（５次調査１０月２８・２９日付日誌）。いずれにしても隆起線文土器段階の文化層であることは間違いな

い。石鏃と有茎尖頭器が各１点出土している。この８C層の石鏃は抉りの深い凹基式で，脚の端部

が内側に内傾する形態である。類例は奈良県北野ウチカタビロ遺跡から出土した隆起線文土器に伴

出の石鏃にみられるので［光石編２００１］，隆起線文土器段階の石鏃として問題はないだろう。

Ｂ区８層も隆起線文土器の包含層である。内訳は石鏃２点，尖頭器未成品が１点，石篦１点，同

未成品１点である。石鏃は二等辺三角形の平基式と瓢箪形の平面を有する例があり，後者は脚部外

縁が内向する形なのでＡ区８C層の事例と同様に奈良県北野ウチカタビロ遺跡の石鏃に近い平面形

であり［光石編２００１］，隆起線文土器段階の石鏃として問題はないだろう。石篦は撥形～水滴形の

形態と推定され，刃部が半円形であることなど７・９層の石篦と同じ例である。

９層 Ｂ区９層は細分されておらず，単一の層として設定されている。石器の内訳は狩猟具とし

ては石鏃１点（１．７％），有茎尖頭器１２例（２０％），同未成品８点（１３．３％）で，切削・加工具は削器

５点（８．３％），掻器１点（１．７％），石錐１点（１．７％），石篦２０点（３３．３％），同未成品９点（１５％），

工具では有溝砥石１点（１．７％），その他は敲石２点（３．３％）である。石鏃はほぼ正三角形の平基式

で，縄文時代草創期の事例であろう。有茎尖頭器は茎部が幅広で茎部長の短い例であるが，他に逆

刺の位置が全長の中位よりやや上位にくる圭頭形の事例がある。狩猟具では数量的に石鏃が少なく，

有茎尖頭器が主体の狩猟だったといえる。切削・加工具である石篦と同未成品が高い率を占めてお

り，消耗度と利用度が高かったのだろうか。
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２次調査Ｃ区９層は細分されているが，冒頭で記したようにその上下関係が不明瞭で，ここでは

一括する。また３・４次調査で細分層位が不明となった９層例２点も加える。石器の内訳は狩猟具

では石鏃の未成品１点（４％），有茎尖頭器１１点（４４％），有茎尖頭器の未成品４点（１０％）である。

切削具・加工具・工具では削器１点（４％），石篦６点（２４％），同未成品１点（４％），石斧１点

（４％）からなる。凹石・磨石・敲石類は実測資料選択時に見落とした可能性も高いが，敲石等が

それだけ少ないことを示す。Ｃ区２次調査分でも石鏃（未成品），有茎尖頭器の量的比率はＢ区９

層とほぼ同じで，石篦も多い。

３次調査Ｃ区９層は細分されているので，細分層位ごとに組成をみていく。なお３次調査Ｃ区

９′層はどのような層位的関係にあるのか不明。遺物は石核２点である。

３次調査Ｃ区９�層は槍先形尖頭器１点，同未成品２点，石篦１点，砥石・礫器１点，石核１点

である。９�層は遺物が少ない層であり，本来の石器組成を反映したものではない。

３次調査Ｃ区９�層の狩猟具は有茎尖頭器１０点（３０．３％），同未成品６点（１８．１８％），槍先形尖

頭器１点（３％），切削具・加工具・工具は掻器１点（３％），削器１点（３％），矢柄研磨器１点

（３％），楔形石器１点（３％），石篦１０点（３０．３％），漁労具では石錘の未成品が１点（３％），その

ほか石核が２点ある。狩猟具には有茎尖頭器が多く，これに槍先形尖頭器が付随する。やはり狩猟

具ということで消耗度が高いのか，有茎尖頭器の全例が破損した例であり，しかも未成品も多い。

また有茎尖頭器の中には復元長約６．５cmの大型例もあるが，茎部幅が幅広で茎部長の短い特徴は

小型の事例と共通する。掻器は６・７層例と同様，早川正一が縄文時代草創期に発達することを指

摘した「Round scraper」にあたる例であろう［早川１９８２］。矢柄研磨器は断面が半円形に近い典型

例である。石篦は切削具・加工具・工具のなかで突出した量であることは他地区の状況と同じであ

る。石錘は未成品であるが，素材の原形が円形に近い小型例であり，４層の事例とは大きくことな

る。縄文時代の例としては最も古い例の一つとなる。

３次調査Ｃ区９�層の狩猟具は有茎尖頭器３点（８．８２％），同未成品５点（１４．７％），切削具・加

工具・工具は掻器２点（５．９％），削器１点（２．９４％），石篦１３点（３８．２３％），同未成品６点（１７．６４％），

加工痕ある剥片１点（２．９４％），敲石３点（８．８２％），石核９点である。

Ｃ区９�層になると有茎尖頭器の量が減少し，石篦はほぼ同様であるが他器種が減少したので多

いように見える。掻器は上述した「Thumb nail scraper」と呼ばれる例である。

組成からみた６層の問題 有茎尖頭器は隆起線文土器段階，あるいは下っても爪形文土器段階に

使われたというのが一般的な理解である。そうすると６層の有茎尖頭器については次のように考え

ねばならないことになる。すなわち６層が無紋土器の本来的な文化層であれば，１４C年代で１０，７５０―

９，１０５CAL BCという年代値から二日市第９文化層・帝釈峡馬渡岩陰４層等の無紋土器の段階に位

置づけられる。仮に馬渡４層の槍先形尖頭器を「有舌尖頭器」であるとしても，上黒岩６層の有茎

尖頭器との型式学的・技術的な違いは大きい。したがってＡ区６層の有茎尖頭器については下層石

器群から遊離した石器という理解にならざるをえない。また「杏仁形・木葉形尖頭器」とされてい

た石篦も「上黒岩遺跡Ａ区７層やＣ区９層などで特徴的な石器である。６層の石篦に強いて７・９

層の例との違いを見出すことはない。また帝釈峡馬渡岩陰４層・愛媛県穴神洞穴・中津川洞穴で押

型文土器以前の無紋平底土器が見つかっており，共伴する石器の中に石篦はないので上黒岩遺跡６
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層直下の層７層や９層からの遊離説の可能性も出てくる。このような考えかたは６層の認識を『洞

穴遺跡調査会会報』・『日本の洞穴遺跡』以来の考え方を引き摺り，無紋土器の文化層・石鏃という

文化層観という前提にたった場合で
（３）

ある。更に唯一の１４C年代を肯定的に６層の年代と認めた場合

である。

６層の文化層観が形成された２・３次調査後に４次・５次調査が行なわれ，資料の充実を経てい

る。そして今回の整理作業を通じて分かったのは，６層には無紋土器もあるが隆起線文土器もあり，

石篦や有茎尖頭器も組成を示すことであった。更にいえば「Thumb nail scraper」もあり，線刻礫

も複数例あるという状況である。また土壌の堆積学的には６～８層付近が短期間に堆積した可能性

の高いことが報告されている［遠部・矢作２００７］。結局７・９層と６層の違いは左程明確なもので

はない。強いていえば，７・９層にも石鏃や凹石・敲石・磨石・砥石が少量ながら含まれている

が，６層ではややそれが多いにすぎない。整理すると６層では古い要素が有茎尖頭器・石箆・拇指

状掻器・線刻礫，新しい要素が石鏃や凹石・敲石・磨石・砥石と区分できるが，文化層として細分

できないということになる。

まとめ まず上黒岩遺跡の縄文時代草創期を代表する７・９層の石器組成を整理すると，狩猟具

である有茎尖頭器・石鏃・槍先形尖頭器や加工具・工具・切削具である掻器（Thumb nail scraper

を含む）・石斧・石篦・敲石・磨石・凹石・砥石・礫器からなる。これらのうち狩猟具と掻器など

は中四国地域の旧石器時代後期終末には使われなかった石器類で，むしろ東北日本方面にその系譜

を引く石器類が見られる。特に槍先形尖頭器に観察される両面調整技術や掻器の発達は東北日本に

おいては旧石器時代以来の伝統を有している。有茎尖頭器や石斧は隆起線文土器以前の新潟県中林

遺跡・長野県神子柴遺跡・青森県長者久保遺跡にも存在し，系譜として繋がっているのだろう。石

篦も東北日本の隆起線・細隆起線文土器段階には用いられている［鈴木・佐川２００６］。一方，九州

では同じ頃，シベリア，中国北部，朝鮮半島に展開した細石刃をパーツとする植刃槍をもつ狩猟文

化複合が再び南下し，長崎県福井洞穴２・３層，同県泉福寺洞穴をはじめとする多くの遺跡が分布

する。こうした日本列島における文化複合のうち上黒岩遺跡７・９層の石器類が有茎尖頭器・槍先

形尖頭器を狩猟具の主体とした東北日本の狩猟文化複合に連なることは石器組成から明らかである。

九州と九州以東における二つの文化複合は既に芹沢長介によって地域差として把握されたことはつ

とに知られている［芹沢１９７４：１１８］。今回の上黒岩の整理作業にあたって両文化複合の接触が上黒

岩の石器資料中に観察されるのか，されないのかを注意した。その結果，上黒岩が九州に近い四国

西部に位置しながら１点の細石刃・細石刃核も無かった。隆起線文土器という少量ながらも有用性

のある器物は同様に受容しながら，四国と九州が当時陸続きであっても狩猟生産用具に関してはか

たくなまでに伝統的狩猟装備を保持しようとする社会が窺える。

石器組成の面でやや異なるのは６層の組成である。すなわち敲石・磨石・凹石・砥石・礫器など

の用途を示す加工や使用痕跡などの属性を複数もつ大形石器がＣ区・Ｃ拡張区から大量に出土して

いるからだ。こうした６層における大形石器類のうち「敲石」という属性が石器製作に関わる敲石

と考えにくいことは無斑晶質安山岩などの硬い石を割るには硬度の弱い緑色岩系の石を好んで用い

ていることから推定できる。これらの大形石器には磨痕・潰れ・細かい打痕・凹部などの使用痕が

複合することが多く，関連する作業に伴う使用痕跡と推定する。したがって敲石として用いる場合
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は主に器体の端部や丸みを帯びた縁部分が機能し，加工対象物をのせる台石・凹石や磨石として使

用の場合は表裏の平坦面である。これらの使用痕は互いに同質的であり，相関関係にあると推定さ

れ，調理・加工用の機能を反映したものと考える。

上黒岩遺跡４層や西日本の縄文時代早期の人々が獣骨中の髄を採るために，獣骨を縦方向に割る

多くの事例を姉崎智子が報告している［姉崎２００６］。類例は近隣の上黒岩第２岩陰や穴神洞穴でも

観察された。この獣骨を割る行為は何らかの台に固定し，敲石を用いることが必要である。当然岩

陰内での作業である為，実質的には遺跡に残された台石・凹石・敲石・磨石・礫器などの大形石器

の使用と，補助具として楔形石器を用いたことも推定される。上黒岩遺跡の事例を除くと縄文時代

早期の事例であるが，少量ながら同様な大形石器や楔形石器が出土している。凹石の凹部は中が円

く円錐状に近い事例と，細長で谷状の断面状況を示す事例がある。特に後者は楔を用いたことを連

想させるような衝撃で形成された楔状の凹部である。凹部の形成に関する興味深い事例がある。台

湾のアミ族やヤミ族による貝や木の実を割る行為で円錐状の凹部が形成されることを宗文薫と米沢

容一が報告している［宗１９５８，米沢１９８６］。当然それは凹部形成に関わる一つの可能性を示すに過

ぎない。

以上，凹石等の大形石器の用途について触れてきたが，上黒岩遺跡では凹石等の大形石器類が６

層に多いという特徴は同時期の四国・中国地方において普遍的ではない。例えば帝釈峡馬渡岩陰４

層・同観音堂洞穴２０―２１層・愛媛県穴神洞穴７層・同中津川洞穴５～７層の押型文土器以前の無

紋土器文化層から大形石器が多量に出土したという報告はない。おそらく上黒岩遺跡６層が形成さ

れつつあった頃の居住者による調理・加工という作業が集中的に行われたことを示していると考え

る。

（２）石材の様相と変遷

上黒岩遺跡のある久万高原町は西部四国山地の中にある山間の高原で，南北方向に連なる山系を

縫うように久万川が西から東へ流れ，町内の御三戸で面河川（仁淀川の上流）と合流して高知側へ

仁淀川となって流れる。上黒岩遺跡からみて西は砥部町に接する部分が分水嶺の三坂峠となり，東

は町内の御三戸まで約１５kmある。南北方向では，北は石鎚山，南は大川嶺までの間が約３４kmあ

る。この範囲は面河川・久万川流域で，川の流れが緩くやや幅広い谷部であり，今日の集落が多く

営まれている空間である。三坂峠の西は急傾斜な勾配であり，また御三戸から東は谷が狭く面河川

の流れも速くなる。言わばこの地域は地理上，やや標高の高い孤立的な高原地域であり，上黒岩遺

跡に居住した集団が活動した主要な小世界・小領域として押さえることができる。

こうした限定的な小空間での石材・資源利用はどうであったのか，上黒岩遺跡における石材利用

を層位別に観察する。

３層 石鏃の石材としては赤色硅質岩が７点（３８．９％）・チャート質硅化岩１点（５．６％）・頁岩が

１点（５．６％）と近隣の石材多いが，遠隔地石材も推定金山産サヌカイトが４点（２２．２％）・その他

外来系のサヌカイトが１点（５．６％）・姫島産黒曜石が１点（５．６％）と一定量を占めることが特徴で

ある。その他の剥片石器の石材は，楔形石器―姫島産黒曜石が１点，石錐―推定金山産サヌカイト

が１点，削器―サヌカイトが１点，掻器―頁岩１点，石核―姫島産黒曜石１点，石錘―緑色岩１点，
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凹石・敲石―緑色岩１点である。土器は九州系の轟式土器が伴い，石材についても姫島産黒曜石や

推定金山産サヌカイトなど遠隔地の石材が含まれ，活発な交易と石材交換のチャンネルの存在を窺

わせる。

４層 Ａ区・Ａ拡張区の，狩猟具である石鏃とその未成品の内訳は，赤色硅質岩が６例（３０％），

硅質頁岩が２例（１０％），推定香川県産等外来系のサヌカイトが６例（３０％），無斑晶ガラス質安山

岩が４例（２０％），無斑晶質安山岩が１５例（５％），頁岩が１例（５％）である。このうち推定香川

県産サヌカイトと無斑晶ガラス質安山岩は遠隔地の石材で１０例，それ以外が近隣地域産で１０例あ

る。以上のなかで無斑晶ガラス質安山岩とした石は香川県産のサヌカイトと看做せる可能性が高い。

また近隣地域の石材として楔形石器１点が赤色硅質岩，石錘の２点が緑色片岩，大型石器の敲石・

磨石の２点は緑色岩と輝石安山岩である。

Ｂ区は石鏃１点が無斑晶質安山岩，同未成品１点が赤色硅質岩，石錘１点が緑色片岩，敲石１点

が不明石材。いずれも近隣の石材である。

Ｃ区のうち石鏃は遠隔地の推定金山産サヌカイトが１点，近隣の赤色硅質岩２点・凝灰岩１点・

硅質頁岩２点である。削器１点と楔形石器１点は遠隔地の推定金山産サヌカイトで，石錘が緑色片

岩である。したがって剥片石器では遠隔地産が３例，近隣産が５例となる。

５層 剥片石器では石鏃３点のうち遠隔地石材である推定金山産サヌカイトが１例，その他外来

系サヌカイトが１例，近隣の石材では赤色硅質岩が１例に使われている。大型石器では凹石・敲石

の石材として近隣の緑色岩が１例使われている。緑色岩は同質的な緑色岩・緑色片岩が遺跡前の河

原に豊富に散在しており，近くの石を利用したのであろう。

６層 ６層は無紋土器の文化層とされているが，隆起線文土器や棒状線刻礫も出土する層である。

Ａ区・Ａ拡張区は石質の判明した１５点を対象とした。狩猟具のうち石鏃・有茎尖頭器・同未成

品・槍先形尖頭器に用いた石材は赤色硅質岩３例，無斑晶質安山岩２例である。加工具・切削具の

うち掻器，削器に用いた石材は硅質頁岩が２例・無斑晶質安山岩２例・赤色硅質岩１例である。石

篦・同未成品は５例全てが無斑晶質安山岩である。このうち石鏃・有茎尖頭器・同未成品・槍先形

尖頭器は最終的には押圧剥離による器面調整をする一群で，石材として選択したのは赤色硅質岩が

３例・無斑晶質安山岩２例があり，赤色硅質岩が多い。以上観察してきたとおり，Ａ区・Ａ拡張区

では遠隔地石材が１点もなく，近隣の石材で間に合わせている。

敲打具では近隣の石材であるデイサイトを用いた小型の敲石が１点ある。この打痕のみが観察さ

れる推定石器製作用の敲石である場合，緑色片岩系の石でない例も多い。

Ｂ区では，石鏃１点が無斑晶質安山岩，石篦２点とも頁岩であり，いずれも近隣の石材である。

なお石鏃は珍しく無斑晶質安山岩を用いるが，幅と比べて厚さが厚い。

Ｃ区・Ｃ拡張区では，狩猟具である石鏃・同未成品は赤色硅質岩１例，サヌカイト１例である。

加工具・工具・切削具のうち削器・楔形石器に用いた石材は，赤色硅質岩１例・無斑晶質安山岩１

点・推定金山産サヌカイト１点である。石篦は２点が無斑晶質安山岩・他２点は不明，石核１点は

不明である。なお剥片石器総数１０点中，サヌカイトと推定金山産サヌカイトの２例が遠隔地石材

で，他は近隣の石材を利用している。

工具と推定される小型の敲石には石英脈岩を用いていた。一方，調理・加工具と推定される大型
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の凹石・敲石・台石・砥石類は３１点あり，うち２５点が緑色岩・緑色片岩で占められる。残りの６

点について石材は輝石安山岩４点，硬砂岩１点，頁岩１点である。

Ｄ区では，狩猟具のうち石鏃は赤色硅質岩１例（７．１％），チャート１例（７．１％），無斑晶質安山

岩６例（４３％），サヌカイト２例（１４．２％），推定金山産サヌカイト４例（２８．６％）である。

７層 Ａ区では，狩猟具である石鏃・有茎尖頭器・同未成品・槍先形尖頭器１８例に用いた石材

は安山岩１例（５．５％），チャート３例（１６．６％），サヌカイト１例（５．５％），赤色硅質岩６例（３３．３％），

硅質頁岩４例（２２．２％），無斑晶質安山岩３例（１６．６％）である。このように狩猟具では硅質分の多

い石を用いる傾向にある。他の剥片石器では削器，掻器，加工痕ある剥片，剥片の１３点は輝緑岩

１例（７．７％），赤色硅質岩４例（３０．７％），硅質頁岩４例（３０．７％），推定金山産サヌカイト２例

（１５．４％），無斑晶質安山岩２例（１５．４％）となり，やはり硅質分の多い多様な石材を用いる傾向に

ある。一方，石篦と同未成品の１１点では脈石英が１例（９．１％），無斑晶質安山岩８例（７２．７％），

サヌカイト１例（９．１％），硅質頁岩１例（９．１％）である。石篦については無斑晶質安山岩に依拠す

る縄文人の好みが窺える。礫器・敲石は輝緑岩１例，細粒砂岩３点である。なおサヌカイト及び推

定金山産サヌカイトは３例で，遠隔地石材としては多くない。付言すると古田幹の算出したＡ区７

層の剥片類の数については赤色硅質岩２１９点，安山岩―Ａ（無斑晶質安山岩）２７０点，その他（チャー

ト，サヌカイト，その他の安山岩，緑泥片岩）１９１点とある［古田１９８９］。前二者はそれぞれ有茎尖頭

器類・石箆の製作時に剥離された剥片・残砕片の内訳を示すとともに，剥片石器石材の割合を示し

ている。

９層 Ｂ区９層では，石材の判明した５５例の石材構成をみる。押圧剥離による最終的な調整加

工を施す狩猟具のうち石鏃・有茎尖頭器・同未成品の１９点は，輝石安山岩１例（５．２６％），無斑晶

ガラス質安山岩・サヌカイト２例（１０．５％），推定金山産サヌカイト２例（１０．５％），赤色硅質岩１０

例（５２．６％），無斑晶質安山岩４例（２１．１％）など多様な石材を用いているが，硅質分の多い赤色硅

質岩の利用が目につく。その一方で赤色硅質岩とともに剥片石器の石材として利用の多い無斑晶質

安山岩が４例に止まる事が注意される。削器・掻器・石錐・剥片の計８点は赤色硅質岩３例

（３７．５％），無斑晶質安山岩２例（２５％），推定金山産サヌカイト３例（３７．５％）である。これらは数

がすくなく詳らかでないが，どれか一つの石材に集中するものではない。一方，石篦・同未成品は

２５点で赤色硅質岩３例（１２％），無斑晶質安山岩１４例（５６％），秩父帯頁岩１例（４％），頁岩１例

（４％），サヌカイト３例（１２％），輝石安山岩１例（４％），緑色岩１例（４％），硅質頁岩１例（４％）

となる。やはり石篦についてはＡ区７層と同様に無斑晶質安山岩に依拠し，補完的に他の石を用い

たことが窺える。無斑晶質安山岩ついては石核４点のうち２例がこれにあたり，至近の久万川に点

在する河床礫を用いただけに大型の石核である。なお有溝砥石は各地の類例と同様に砂岩で，近隣

産の岩石であろう。

２次調査Ｃ区９層と３・４次調査でのＣ区９層例１点を加えた石材の判明した２４点を対象にす

る。これらは細分されてはいるものの具体的な上下関係が不明な例である。

狩猟具では石鏃未成品・有茎尖頭器・同未成品の１５点は，硅質頁岩２点（１４．２８％），チャート

６点（４２．８５％），外来系サヌカイト１例（７．１４％），頁岩１例（７．１４％），赤色硅質岩３例（２１．４２％），

無斑晶質安山岩１例（７．１４％）と多様な石材を利用している。注目されるのは，狩猟具で押圧剥離
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が施された石器の石材としてはチャートが目立ち，これに赤色硅質岩，硅質頁岩等を併せ考えると

硅質分の多い石がやはり好まれたようだ。石篦・石斧を除く剥片石器は削器が１点で，赤色硅質岩

である。石篦・石斧に用いた石材は，無斑晶質安山岩４例（５０％），赤色硅質岩１例（１２．５％），

チャート１例（１２．５％），サヌカイト？・サヌカイト２点（２５％）であり，無斑晶質安山岩の利用が

目立っている。サヌカイトは２点と少ないが，遠隔地の石材を入手していたことを示している。

３次調査１T・４TのＣ区９�層は９層の細分層位である。石材の判明した６点を対象とする。

狩猟具は槍先形尖頭器・同未成品は赤色硅質岩１例，ガラス質安山岩１例である。石篦は無斑晶質

安山岩質が１例である。石核については無斑晶質安山岩１例である。９�層は遺物量が少ないが，

これまでの石材利用傾向と矛盾するものではない。

Ｃ区９′層は９層の細分層位であるのか，詳細は不明。出土遺物は石核２点で，赤色硅質岩と無

斑晶質安山岩からなる。

Ｃ区９�層は岩石名の分かる３４点を集計対象とする。狩猟具では有茎尖頭器・同未成品の１７点

は，赤色硅質岩８点（４７％），硅質頁岩１例（５．８８％），チャート～硅質頁岩２例（１１．７６％），緻密質

安山岩１例（５．８８％），サヌカイト２例（１１．７６％），推定金山産サヌカイト１例（５．８８％），無斑晶質

安山岩１例（５．８８％），硬質砂岩１例（５．８８％）である。やはりＣ区９�層においても狩猟具用石材

には赤色硅質岩などの硅質分の多い石を選択する。加工具・工具・切削具である掻器，削器・楔形

石器？などの剥片石器３点は頁岩１例，推定金山産サヌカイト１例，チャート～硅質頁岩１例とな

る。剥片石器においても無斑晶質安山岩を避ける傾向がある。漁猟具である石錘の未成品１点は緑

色片岩，工具である矢柄研磨器１点は砂岩など，他の類例と同様である。石核２点は遺跡で最も多

用される赤色硅質岩・無斑晶質安山岩である。

Ｃ区９�層は岩石名の判明した３５点を集計対象とする。狩猟具である有茎尖頭器・同未成品の

８点は，赤色硅質岩２例（２５％），サヌカイト１例（１２．５％），無斑晶質安山岩２例（２５％），チャー

ト３例（３７．５％）である。石篦を除く剥片石器は削器１点で無斑晶質安山岩を石材とする。石篦・

同未成品１６点に用いられた石材は，赤色硅質岩２例（１２．５％），無斑晶質安山岩１１例（７５％），硅

質頁岩２例（１２．５％）である。９点の石核は，赤色硅質岩１例（１１．１１％），硅質頁岩３例（３３．３３％），

硅化流紋岩１例（１１．１１％），在地系サヌカイト１例（１１．１１％），サヌカイト１例（１１．１１％），無斑晶

質安山岩１例（１１．１１％），輝石安山岩１点（１１．１１％）からなる。敲石は３点あるが，石材が判るの

は１点だけで扁平細長の緑色岩を石材とし，円形・楕円形の他２点は緑色岩系統ではない。以上９

�層の石材組成をみたが，狩猟具で特に多い石材はないが，硅質成分の多い系統の石を多用する。

石篦はやはり無斑晶質安山岩に集中する。

Ｃ区・Ｃ拡張区９�層は岩石名の判明した１４点を集計対象とする。狩猟具の有茎尖頭器・同未

成品・槍先形尖頭器の５点は，赤色硅質岩２例（４０％），推定金山産サヌカイト１例（２０％），無斑

晶質安山岩２例（４０％）である。加工具・切削具である掻器１点は無斑晶質安山岩。石篦・同未成

品は３点中，無斑晶質安山岩２例，頁岩１例である。凹石・敲石・砥石・礫器などの大型石器は５

点が対象となり，砂岩１例（２０％），緑色岩３例（６０％），無斑晶質安山岩１例（２０％）である。剥

片石器等の量がすくないが，これまでの石材組成と矛盾するものでない。ただし９層としては凹石

や細長の敲石等の大型石器がめずらしく５点とまとまっており，このうち細長の例がいずれも緑色
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岩である。

Ｃ区・Ｃ拡張区９�層は岩石名の判明した１６点の内訳は以下のとおりである。狩猟具は有茎尖

頭器未成品・槍先形尖頭器はサヌカイト１例である。加工具・工具・切削具である掻器，削器，楔

形石器は４点で，赤色硅質岩２例，硅質頁岩１例，頁岩１例である。

Ｃ区・Ｃ拡張区９�層で岩石名の判明した３点は，有茎尖頭器・同未成品に用いた石材は無斑晶

質安山岩１例，石篦の未成品は無斑晶質安山岩１例，大型石器敲石の破損品は緑色岩である。

２次調査Ｄ区９層は細分されているが，上述したように上下関係が不明瞭なため，一括して観察

する。狩猟具の有茎尖頭器・同未成品・槍先形尖頭器・同未成品の１９点は，赤色硅質岩５例

（２６．３％），チャート３例（１５．８％），硅質頁岩３例（１５．８％），金山産サヌカイト１例（５．３％），サヌ

カイト１例（５．３％），安山岩質凝灰岩２例（１０．５％），頁岩２例（１０．５％），無斑晶質安山岩２例

（１０．５％）である。加工具・剥片は無斑晶質安山岩１例，チャート１例である。石篦・同未成品８

点は無斑晶質安山岩７例（８７．５％），サヌカイト１例（１２．５％）である。

これまで説明してきた石材のうち赤色硅質岩・無斑晶質安山岩は上黒岩遺跡の居住者たちにとっ

ては石器製作の基軸となる資源であり，石材であった。二つの基軸石材について補足すると，いず
さん ば がわ

れも上黒岩遺跡前の久万川河床礫に含まれている。上黒岩遺跡が所在する場所は中央構造線三波川

帯にあたっており，三波川帯は結晶片岩から構成され，赤色硅質岩と無斑晶質安山岩も変成岩とし

て含まれているのである。筆者の久万川踏査では無斑晶質安山岩は長さ４０cm，幅３０cm前後で角

のとれた扁平楕円礫も存在していたが，赤色硅質岩は，１０cm以下の角礫が多く，２０cmを超える

例は多くない。無斑晶質安山岩，赤色硅質岩は膨大な数量ではなく，前者がやや多いというところ

か。ただし後者も量は多くはないが，色が目立つ赤色であり，簡単にみつけることができる。なお

凹石に用いる緑色岩・緑色片岩系の石は，河川礫の大半を占めている。

小結 ３層の石材組成で注意されるのは狩猟具である石鏃の４３％が遠隔地の石材を利用してい

ることにある。遠隔地石材の内訳は，姫島産黒曜石が１例，他は推定金山産サヌカイトと香川県産

と推定される外来系サヌカイトからなる。こうした遠隔地の石材は小型の楔形石器や石錐などにも

使用されていることからみて小型石器専用の石材であるといえよう。遠隔地石材のなかには上黒岩

遺跡周辺産の赤色硅質岩（赤玉）の石質に劣ると考える例もあるが，資源として多いとは言えない

上黒岩遺跡周辺の赤色硅質岩が香川県内遺跡に持ち込まれた事例は皆無である。

Ａ区４層では狩猟具である石鏃の５０％が推定香川県産サヌカイト・推定香川県産無斑晶ガラス

質安山岩で，残り５０％が上黒岩遺跡周辺の赤色硅質岩６例（３０％），硅質頁岩２例（１０％），頁岩か

らなるなど拮抗している。そのほかＣ区では削器や楔形石器にも推定金山産サヌカイトを石材に用

いている。大型石器の敲石・磨石の２点は緑色岩系の石と輝石安山岩など久万川に散在する石を用

いることが特徴である。Ａ区・Ｂ区・Ｃ区からは緑色岩系の礫を石材とする石錘が計４点出土して

いるが，漁猟具という性格から重さや大きさが似ており，久万川で同規模・同形で加工のしやすい

石材を選択できる唯一の石材が緑色岩系の石であることと関係がある。また遠隔地石材である推定

香川県産サヌカイト・推定香川県産無斑晶ガラス質安山岩が５０％もあることは先行する６層段階

と同様に交換による石材の入手が安定・継続していたことを示す。少量ながら姫島産黒曜石の存在

は，この文化層から九州系の縄文時代前期轟式土器が出土することと関係し，既に九州方面とも石
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材流通のチャンネルが南西四国沿岸の集団と供給地との間に成立していたことを示している。

６層については，後出する３・４層，先行する７・９層を通じてＤ区では無斑晶質安山岩が６例

とはいえ，全体からみると異例の４３％をしめている。また４層は遠隔地の石材を狩猟具の石材と

して５０％近くを占めていたが，縄文時代草創期の６層の段階に溯っても４２．７％を占めている。こ

れは香川県内のサヌカイトが豊富な資源と石器製作上の効率を背景にして言わば「ブランド」とし

ての価値認識が縄文人の間に成立していたことと関連するのだろう。剥片石器の数量は少なく，単

純な出現率を示すことができない。一方，大型の凹石・敲石・台石・砥石類は３１点あり，素材と

して緑色岩・緑色片岩が８３．８％（２６点）を占めている。この数字をみると大型石器の石材として

緑色片岩系の石に強く依拠していた縄文人の姿がみえてくる。上黒岩遺跡６層が形成されつつあっ

た頃の人々が用いたこれらの大型石器を観察すると，長幅２０cm内で棒状～長楕円扁平な石で，共

通して平坦な部分がある。この特徴をもつ緑色片岩系の石は，遺跡前の久万川の河床に豊富にみら

れる。緑色片岩系の石に類似した特徴をもつ他の岩石を強いて探せばあるにはあるが，上黒岩遺跡

の人々が求めたのは同形の石が多くあり，石質からくる使用時の状態が安定的に許容範囲内にあり，

その結果が経験的に予測できる石材だからであろう。要するに重量のある大型石器用石材として汎

用性のある石材ということで緑色岩・緑色片岩が選択されたのだろうが，我々が久万川河床で目に

するのと同様，簡単に緑色岩を見出すことができたと考える。

７層・９層は，狩猟具である石鏃・有茎尖頭器・槍先形尖頭器は最終的な調整として押圧剥離を

施すのが一般的であった。これと係わるのか，多様な石材利用のなかでは硅質の石材を多用する傾

向がある。やや赤色硅質岩が多いものの，圧倒的な量ではない。削器等の加工具・工具・切削具の

石材は，狩猟具の石材選択と重なる特徴がある。これにたいして石篦・同未成品は際立った石材選

択を示している。すなわち石篦・同未成品が７層では総数８例中７例（７２．７％），９層では総数６２

例中４０点（６４．５％）が無斑晶質安山岩であるなど，強く依拠している。この原因として推定され

るのが，石材の大きさにあると考える。狩猟具や加工具・工具・切削具類は相対的に器体が小型で

あるのに対し，石篦は器体が大きい。この石篦の大きさに対応でき，かつ豊富に存在する石材が無

斑晶質安山岩であることと無縁ではないだろう。

遠隔地と推定される石材は７層・９層からも見つかっているが，ほんの数％であり，６層以降と

は隔絶した違いがある。この遠隔地の石材とはサヌカイト類であるが，少量とはいえ上黒岩遺跡

７・９層に存在することの背景には「ブランド」としての価値認識が縄文人の間に成立していたこ

とと関連するのだろう。しかし遠隔地石材の石材組成中に占める割合は貧弱であり，「サヌカイト

がなければ石鏃が作れない，狩猟ができない。」というような実用的意味はなかったと考えられる。

こうした原因として推定されるのが石材を含めた物資の交換体系の形成が未成熟であったことに要

因があろう。つまり前史に遊動段階のサヌカイトを石材とする国府型ナイフ形石器の分布が平野部

に及んでいることからすれば，定住化しつつあった縄文時代草創期においては海岸部であれば原石

産地との均衡的交換体系が成立していた可能性は否定できない。しかし四国山地三坂峠西側（松山

平野側）は急峻な自然障壁であり，四国山地側にある上黒岩遺跡等の山間部と海岸部との間に恒常

的な意味での均衡的交換体系が成立していた可能性は窺えない。

以上，上黒岩遺跡の石材利用について観察してきた。その結果，９層から６層では遠隔地石材の
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利用は僅かであり，主に上黒岩遺跡周辺の石を用いている。４層の縄文時代早期や３層の縄文時代

前期になると特に石鏃等の小型石器の石材に遠隔地石材も増加している。しかし削器等，やや大き

な石器になると上黒岩遺跡周辺の石材を中心に利用している。縄文時代中期期以降の石材利用はど

うだったのだろうか。良好な遺跡はなく，今後の課題である。

（３）剥片剥離と石材の消費について

近年，中四国地方においてはサヌカイトや近隣の石材に関する流通形態と石器とのかかわりやそ

の消費過程についての研究が行なわれるようになってきた［谷若１９９７，竹広２００３，稲田２００７］。上黒

岩遺跡のように四国山地の中にある遺跡と，香川県地域のように広域分布する石材の産出地に近い

遺跡の石材消費についての意味は違っている。チャートなど分布域が狭小な石材についても理論的

には原石採取地との距離に係わる石材の消費が推定される。

このような観点から上黒岩遺跡地域の石材消費がどのような特色を有するのか窺ってみたい。

上黒岩遺跡Ｂ・Ｃ・Ｃ拡張・Ｄ区９層の剥片石器組成は石鏃・有茎尖頭器・削器・掻器・石錐・

石篦であり，他はそれらの未成品である。結論的には数量の多い有茎尖頭器製作と石篦の製作にか

かる二つの技術系の存在が推定される。つまり本論でも記したように，大多数の石鏃・有茎尖頭器

は製作工程において最終的には押圧剥離を施し，石篦はソフトハンマーを用いた直接打撃による技

術系である。この作り分け自体は上黒岩遺跡の縄文人が意図していたことと相関するであろう。こ

うした技術系に関わる剥片の剥離方向については，説明の都合上以下のように整理しておきたい。

剥離方向Ａ：素材の背面側剥離痕（ネガ面）と主要剥離面（ポジ面）の剥離方向が９０度異なる。

剥離方向Ｂ：表裏両面の背面側剥離痕（ネガ面）と主要剥離面（ポジ面）の剥離方向が同一方向。

剥離方向Ｃ：表裏両面の背面側剥離痕（ネガ面）と主要剥離面（ポジ面）の剥離方向が対向方向。

有茎尖頭器とその未成品も遠隔地産石材と近隣産石材に区分できるが，いずれも硅質度の高い石

である。石篦についてはその多くが久万川河床の無斑晶質安山岩である。

久万川河床の赤色硅質岩は大きさが２０cm未満の角礫が多く，石の質がスレート（粘板岩）に似

た質感の例もあり，節理でヒゲ状フィッシャーが生じた例がある。これから剥離された剥片は幅広

剥片が多い。赤色硅質岩を石材とした石篦の未成品には角礫から細長板状の剥片をとり，表裏両面

でそれぞれ相対する方向からの剥離や求心的な剥離が観察される例がある。これについては石核の

可能性を有した例もある（１７３・１７４）。この技術に対応する有茎尖頭器の未成品をみると，素材時

の剥離面が表裏で９０度違う幅広剥片を用いた剥離方向Ｂの例がある（１５５・１５７）。

石篦は既に記述したように６９例中の６８％（４７例）が無斑晶質安山岩であった。しかも石器組成

のなかでも最も多い中心的な石器であり，ほぼ無斑晶質安山岩という石に強く依拠した道具である

といえる。そこで遺跡に持ち込まれた無斑晶質安山岩の石核を改めて観察してみる。

資料番号２０３：石核の大きさは長さ１４．７cm・幅１１．３cm・厚さ３cmの例は周辺部が屈曲しはじ

めており，長さ約１６cm・幅約１２．５cmに復元できる。厚さは２倍として最低６cmに復元する。

この例は平面形が楕円形で，扁平で丸味を帯びている。分厚い剥片に分割後，周縁から分割時のポ

ジ面側に求心的な剥片剥離を行なうが，ネガ面である剥離痕からは扇形の幅広剥片が剥離されてい

る。このような石核から剥離された素材剥片は主要剥離面と表面側の剥離方向が９０度異なる例で

国立歴史民俗博物館研究報告
第 154集 2009年 9月

440



ある（１６１・１６７・１９３・１９４・１９９・２２７・２２８・２２９）。資料番号３３３：石核の大きさは長さ２４．３cm・幅

１７cm・厚さ０．６cmの大きさで，ほぼ原石時の形を残す。凸状の側面観を有し，平面形が長方形を

呈する。剥離可能な両端部と側縁部から平坦で幅広い剥片剥離を行なっている。このような石核か

ら剥離された削器もある（３５７・３５９・３８６・４５３）。資料番号３７２：小型板状角礫を素材とし，打面を

入れ替えて表裏両面で剥片剥離を行なった例で重幅とも約１０cm，厚さ２．７cmの大きさである。

資料番号４８３：原石の形状は石核に残存する礫面とその曲線的な器面からみて凸レンズ状に近い角

のとれた長楕円形礫と推定する。石核は現状で長さ１８．２cm・幅１４．７cm・厚さ４．１cmの大きさ

であるが，厚さは現状とほぼ同じで，長さと幅にそれぞれ約１cm，３cm前後を上乗せした数値が

原石の大きさと推定する。３３３と３７２の石核の剥離が進行した石核で，幅広剥片が剥離されている。

裏面は求心的な幅広剥片剥離に移行しつつある。最終的には細かい潰れが縁部にあるので礫器に転

用したのだろう。このように求心的な剥離作業へ進行したり，礫器に転用されたりするが，その剥

離作業の初期には礫面を表面に大きく残した幅広剥片の剥離が窺える例である。このような石核か

ら礫面のついた初期剥片を剥離し，そのまま素材とした石篦の成品もしくは未成品がある（３５２・

３５３）。

こうした石核から剥離された素材剥片をもとに製作された石斧または石篦（完形品）で，やや大

型６事例の大きさの平均値は（資料番号１８６・１９９・３２５・３４２・４４７・４４８），長さが１１．８９cm，幅が

５．０１６cm，厚さが１．６７cmであった。また無斑晶質安山岩を石材とする削器のなかには幅が７．１５

cmの例や（４５３），厚さが３cmの例（４８５）があり，概ねこれらの最大数値に近い平均値前後が上黒

岩遺跡における縄文人が必要とした大きさと推測できる。こうした石斧・石篦・削器の大きさは上

記の石核であれば素材生産が充分可能で（資料番号３３３・４８３），更に大きい原石を利用したことも想

定できる。加工具として最も多い石篦の主要石材として無斑晶質安山岩に依拠した上黒岩遺跡の縄

文人であるが，剥片剥離作業に伴って副次的に生み出される剥片を掻器，削器等の素材として運用

している（３５７・３８６・４５３）。こうした削器類のありようは，様々な形態であり，素材の形状に合わ

せて加工を施すが，一定の形に整形しようという製作者の意図が石篦と比較して弱い。この点につ

いては，他の石材で製作された削器類についても同様で，削器類の素材は他器種製作に伴う福次的

剥片に依拠したことと，定まった形を必要としなかったことに密接な関係があるといえる。

遠隔地産の可能性が高い石材に推定金山産サヌカイト・サヌカイト・無斑晶ガラス質安山岩（サ

ヌカイトの可能性が高い）がある。うち推定金山産サヌカイトには素材時の剥離痕が表裏で同一方

向の剥離方向Ｂの例があるが（１４２），サヌカイトについては竹広文明が縄文時代前半期にあっては

伝統的に板状剥片が石核素材として流通することを明らかにしている［竹広２００３：２９５］。竹広の見

解からすれば，推定金山産サヌカイトの剥離方向Ｂも板状剥片を石核素材とし，同一方向から幅広

剥片を剥離したと推定する。上黒岩では推定金山産サヌカイトの利用が削器（１７７）・掻器（１７８）・

石錐（１８０）にみられ，断面形が扁平で，求心的な剥離がみられる。これらの削器類は素材の形が

一定でないことと，あまり素材の原形が変形されていない点から板状剥片からの剥片剥離を推定す

る。また石器類の製作に伴うチップ類がほとんど見られないことと，各石器類が小振りなものであ

ることから大型の石材を搬入しての石器製作は窺えない。せいぜい成品としての搬入や，若干の二

次加工程度のメンテナンスが上黒岩で行われたのであろう。
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Ａ区・Ｂ区４層の石器は消耗の著しい狩猟具―石鏃を装備の主体とし，これに少量の加工具・切

削具・工具―削器，楔形石器，石錐を加えた組成からなる小型剥片石器を主体とする内容と理解し

て大過ない。またそれらの石材も遠隔地産石材と多様な近隣石材に依拠している。遠隔地産石材の

石鏃には素材背面と主要剥離面の剥離方向が９０度異なる剥離方向Ａ例と（３９・４２），表裏で同一方

向の剥離方向Ｂ例がある（３０）。おそらく前者は剥片素材で求心的な剥離技術か，小角礫素材で打

面転移を行なう例で，後者は両極的な技術か１８０度の打面転移による剥片剥離と推定される。

近隣産の石材を利用した石鏃には剥離方向Ａと（３２・４１・１３２），剥離方向Ｂ例（３３）がある。４

層の主要な石器は狩猟具：石鏃であるが，これに用いられた石材に赤色硅質岩が多いことは既に触

れている。上述したように赤色硅質岩は大きさが２０cmまでの角礫が多い。これから大型剥片をと

り，大型剥片素材の剥片から求心的な剥離を想定するのは無理がある。したがってＡ・Ｂ・Ｃの剥

離法は小角礫の形態に合わせた剥離法かと推定する。

上黒岩遺跡３層における人々の石器製作の様子も基本的にはかわらないが，石器製作の様子は，

狩猟具―石鏃・加工具・切削具・工具―削器，石匙，楔形石器，石錐などからなる小型剥片石器製

作を主体とする剥片剥離に伴い，石材は遠隔地産石材と多様な近隣石材に依拠している。遠隔地の

石材にはサヌカイトと姫島産黒曜石があり，礫面が表面側に５０％以上を占める初期剥片はみられ

ず，その大半は剥離の進行した剥片の搬入か，製品の持込と推定される。石鏃や削器には素材背面

と主要剥離面の剥離方向が９０度異なる例と（１・１４），対向する剥離方向の例がある（１９・２０）。お

そらく前者は剥片素材の石核で，求心的な剥離技術，後者は両極的な技術か，１８０度の打面転移に

よる剥片剥離と推定される。

近隣産の石材には打面と背面が礫面の例（２３）があるなど，原石産地的な石材の利用が窺える。

石鏃には素材背面と主要剥離面の剥離方向が９０度異なるＡ例と（３・４），同一方向からの剥離Ｂ

例（１７）両極方向からの剥離Ｃ例（１２）がある。これらは久万川河床の赤色硅質岩であることから

小角礫を石核素材とした剥片剥離である。

小結 上述したように時期毎の増減あるものの，上黒岩遺跡の居住者等が石器の石材として利用

したのは交換で入手した遠隔地の推定香川県産サヌカイト・姫島産黒曜石等と近隣で採取したと推

定する石である。このうち遠隔地からの石材は遺跡内で剥片剥離，石器製作の痕跡が極めて希薄で

あった。すなわち遠隔地産原石の入手・石核素材・石核・剥片（素材）・製品・使用・廃棄からな

る一連の経過のうち前半部分を欠くのが上黒岩遺跡７・９層の資料といえる。例えば礫面が残った

遠隔地産石材の剥片・石核や石器製作にともなう微細なチップがほとんど見られないことがそれを

示している。おそらく少量の剥片・成品の搬入を基本とする運用であったと推定する。しかし縄文

時代早期・前期になると上黒岩遺跡では定住的な生活と係わるのか遠隔地の石材利用が増える。こ

れについても少量の素材剥片・小型石器の成品搬入に伴う若干の石器製作やメンテナンス程度に過

ぎない。

赤色硅質岩の剥離技術としては，表面と裏面の主要剥離面の剥離方向が同じ方向の場合・９０度

違う方向の場合・対向方向の場合という違いがあるが，有茎尖頭器・石鏃・槍先形尖頭器の石材と

して用いられる。また赤色硅質岩は角礫として久万川に散在しているため，角礫の特性をいかして

縦長剥片を剥がすこともあったようだ。つまり石刃技法にはトサカ状の稜を作出する初期工程があ
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るが，赤色硅質岩の角礫には直線的な稜・角があるので必要なかったのだろう。Ｂ区９層の縦長剥

片や（１６５），第１次調査時に出土したなかには先細りの縦長剥片から作り出された縦型の石匙があ

る。こうした赤色硅質岩を石材とした剥片剥離には幾つかの変異があるが，製作される対象石器が

石鏃・有茎尖頭器・槍先形尖頭器ということもあり，幅広の剥片や寸詰りの剥片が素材の中心と

なったと推定する。それは，素材の形態や剥離方向から赤色硅質岩の石核とも矛盾しない。

無斑晶質安山岩を石材として石斧や石篦を製作した上黒岩遺跡９層～６層の縄文人が，押圧剥離

を伴う石鏃・槍先形尖頭器・有茎尖頭器などの石材に無斑晶質安山岩をほとんど用いなかったこと

は既に述べた。「大は小を兼ねる。」というが，無斑晶質安山岩の剥片には押圧剥離が有効でなかっ

たのだろうか。一方で，一定の大きさの石篦を製作した背景には無斑晶質安山岩という巨大な石材

が至近の久万川に豊富な資源として存在したことに関係している。すなわち均質的・同質的で，大

きさの平均が長さ１１．８９cm，幅が５．０１６cm，厚さが１．６７cm程度の石篦を製作するために，この

条件を満たす，巨大で資源として豊富な無斑晶質安山岩を主石材として用いたと推定する。

２ 上黒岩遺跡における有茎尖頭器と狩猟具

最初に上黒岩遺跡の有茎尖頭器がどのように考えられてきたのか簡単に整理しておきたい。

縄文時代草創期を代表する狩猟用の石器は有茎尖頭器である。その平面形は長い槍先部から続く

裾に逆刺や基部との明瞭な変換点を有し（以後，基部変換点と呼ぶ），ここからやや幅を減じた細い

逆三角形や棒状の茎部を作りだしている。このような特徴を持つ有茎尖頭器が最初に注意された遺

跡は，１９５８・１９５９年に発掘された北海道立川遺跡で，当時としては旧石器時代後期と考えられた。

その後，本州・四国地域でも有茎尖頭器が１９５９年の長野県柳又遺跡や１９６０年の新潟県小瀬ヶ沢洞

窟遺跡，そして１９６２年の愛媛県上黒岩遺跡の発掘によって隆起線文土器などと伴出したことで縄

文時代草創期の石器としても知られることになる。

芹沢長介は１９６５年に新潟県中林遺跡を発掘し，土器を共伴しないことを確認したうえで，土器

を共伴しないものから，共伴するものへ２大別４細分からなる有茎尖頭器の編年を提示した［芹沢

１９６６］。それによると�期には鳴鹿山鹿遺跡・本の木遺跡，�期には中林遺跡・北海道の遺跡（立

川型？）をあてている。現在では芹沢の�期と�期の遺跡の多くは隆起線文土器以前と考えられる

ことが多い。そして�期に位置づけたのが柳又遺跡・上黒岩遺跡の有茎尖頭器で，隆起線文土器を

図２６１ 有茎尖頭器の各部位の名称
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伴う同じ型式事例と見做したことが理由であった。また同時期には小瀬ケ沢洞穴遺跡の「小瀬ケ沢

型有舌尖頭器」も位置づけている。なお�期には曽根遺跡や橋立遺跡を当てている。特に�期の東

北日本には「小瀬ケ沢型有舌尖頭器」，九州を除く西南日本には「上黒岩・柳又型有舌尖頭器」，九

州では隆起線文土器に細石刃が伴う事例から石器に地方色がみられることを主張した。このように

芹沢は柳又遺跡の有茎尖頭器については「菱形で…。基部のつけ根が太く，しかも舌状部が短い。」

と理解し，上黒岩遺跡の有茎尖頭器を同類と考え「上黒岩・柳又型有舌尖頭器」と一括した。

「柳又型有舌尖頭器」は１９５９年に発掘された長野県柳又遺跡を名祖とするが，小林達雄はあまり

突出しない二等辺三角形の基部を有する尖頭器を４形態に区分し，３つの模範的形態を抽出した。

柳又例には上黒岩例によく似た例があるとするものの，上黒岩で見つかった「範型」には柳又にな

い「範型」もあると評価した。一方，汎日本的な視野から有茎尖頭器を総合化しようとしたのが栗

島義明である。栗島は日本の有茎尖頭器を�型からxviii型に形態分類し，上黒岩遺跡の有茎尖頭器

をxii・xiv・xvに該当させ，柳又遺跡例と重複する例が多いとする［栗島１９８４］。

以上，有茎尖頭器をめぐる意見を整理したが，柳又遺跡や上黒岩遺跡の有茎尖頭器は大・中・小

を含めた形態組成の違いなど多くの分類がなされたが，製作者の違いにあるのか，成品・未成品を

含めた形態変異の外延を示しているのか，分かりにくい部分があった。ともかく共通するのは上黒

岩遺跡の有茎尖頭器が比較的小型で，逆三角形の茎部が短いことから柳又遺跡との共通性を考慮し

た意見が多い。こうした経緯から上黒岩の有茎尖頭器は「柳又型有茎尖頭器（柳又型有舌尖頭器）」

の範疇で記載される場合が多い。そこで上黒岩等の有茎尖頭器が具体的にどのような特徴を有する

のかを次に観察したい。なお，有茎尖頭器の部位名称は図に示すとおりである（図２６１）。

（１）有茎尖頭器の製作工程

上黒岩遺跡の有茎尖頭器は既述したように硅質分の多い岩石を石材とした例が多い。硅質分の多

い岩石には赤色硅質岩・チャート・硅質頁岩・サヌカイトがある。これらは有茎尖頭器の長さが５

cm以内になる中型に多い。おそらく原石に長幅１５cm以上の例が少なく，剥離された素材剥片に

大形品が製作可能な大きさを製作時に想定できなかったことに原因があろう。その中でも有茎尖頭

器の石材としては赤色硅質岩が最も多い。特に７層・９層の有茎尖頭器関連の大半が赤色硅質岩を

石材とする。おそらく赤色硅質岩がスレート（粘板岩）に似た質感で，最終的に奥深い押圧剥離を

必要とする有茎尖頭器製作に好都合だったのだろう。したがって赤色硅質岩からの剥片（素材）剥

離は有茎尖頭器製作と密接に係わると考える。無斑晶質安山岩で作られた大形の有茎尖頭器もある

が，硅質分の多い岩石に較べて数量が少ない。いいかえれば無斑晶質安山岩と結びついた石篦の製

作技術系に連なる剥片素材を運用したということになろう。

以下では有茎尖頭器の製作工程について説明するが，上記した文脈からＡ群：硅質分の多い一群

と（図２６２），Ｂ群：無斑晶質安山岩を石材とする一群（図２６３）に区分する。また９層の細かい分

層おこなった３次調査や７層が認定された４・５次調査の所見もある。今回の整理作業において隆

起線文土器からは時期差を窺わせる違いがないとされている。また地質の調査結果では「�層～�

層までの２枚の礫層は，時期が限定される可能性が高く，かつ，その堆積が短期間である可能性が

高い。」という意見が出されている［遠部・矢作２００７］。筆者の観察でも６層の大型石器や多量の石
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鏃を除くと石器組成や石器の特徴に著しい違いはない。したがって各層の有茎尖頭器関連石器につ

いては一括検討する。

Ａ群：第一工程 第一工程は原石の打ち割りと�，素材剥片の入手からなる。今回の整理に際し

て，チャートと硅質頁岩などの石核によい例を見出すことはできなかった。久万川河床から採取さ

れた素材剥離が可能な長さ２０cm前後のチャートは，その多くが角礫であり，本論中で報告した

チャートの剥片にも角礫であったことを窺わせる角のついた例がある（４５５）。したがってチャート

と硅質頁岩は角礫から素材剥片を入手したと推定する。赤色硅質岩は久万川河床に存在するが，長

さ１５cmを超える大型礫はほとんどなく，いずれも立法体をした角礫である。こうした立法体の角

礫からは，�剥片の剥離を短軸方向の表裏とその対向方向から行い，�寸詰りの縦長剥片や幅広い

剥片を剥離する。�第二工程の未成品にもこうした特徴ある剥離面の存在が窺える。

Ａ群：第二工程 第二工程は有茎尖頭器としての形態に近づける段階である。素材剥片に対し，

ソフトハンマーと推定される直接打撃による調整を加え，原形を先端が尖り，下半を下膨れさせた

水滴形の形を作る�。若干の変異があって，本来，技術的に第三工程で行なうことの多い押圧剥離

を若干の調整剥離後直ぐに施しつつ器面の調整と平面形を整形する場合である。しかも斜状平行剥

離の場合もある（１５５・５０６）。この押圧剥離を観察すると，当初から素材剥片自体が薄く，起伏が

少ないという好条件を有することと関連するのだろう。なお下膨れした原形とは，最大幅が下端に

近いところにあり，有茎尖頭器における刃部裾部の最大幅を予定していたと推定される。したがっ

て下端と下膨れした最大幅までが茎部を予定する部分となる。次に細かい剥離を下端の両縁側に集

中させ，茎部と逆刺・基部変換点の原形を作出する�。

Ａ群：第三工程 第二工程で作った大まかな有茎尖頭器の原形に押圧剥離や細部調整を施して成

品とした段階である。これらの調整によって茎部や逆刺・基部変換点を作出し，さらに器面の厚さ

を減じている。

Ｂ群：第一工程 第一工程は原石の打ち割りと，素材剥片の入手からなる。無斑晶質安山岩は久

万川河床で豊富に採取される大きな岩石である。この無斑晶質安山岩の石核は前節の「剥片剥離と

石材の消費について」で既述したように，平面形が楕円形～円形で側面形が凸レンズ状の例や角が

取れているが，やや角礫に近い石が利用されている。剥片剥離は前者の場合が求心的な剥離方向と

礫器状の剥離によると考えられる�。石篦に観察される素材時の剥離痕や，その大きさから長さ

１０cm前後・厚さ２cm前後の幅広剥片が石核から割り採られている�。なおこの段階においては大

型・小型の作り分けを念頭にいれた剥片剥離というより，剥片剥離に伴って副次的に生じた小型幅

広剥片を小型の有茎尖頭器の素材とした可能性は高い。

Ｂ群：第二工程 第二工程は有茎尖頭器としての形態に近づける段階である。素材剥片に対し，

ソフトハンマーと推定される直接打撃による調整を加える。この調整で原形を，尖端が尖り，下膨

れした下半を呈する水滴形に形を作る�。Ａ群の場合と同じく有茎尖頭器Ｂ群第一工程�は，技術

的には石篦の製作技術と同様であり，両者の区分に困難な例がある。強いていえば第二工程�が尖

端部をやや鋭くすることと，下端の半円形部分に石篦ほどの入念な剥離が見られないことであろう。

なお下膨れした原形とは，最大幅が下端に近いところにあるので，有茎尖頭器における刃部の最大

幅を予定していた部分と推定される。したがって下端と下膨れした最大幅までが茎部長となる。次
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に細かい剥離を下端の両縁側に集中させ，茎部と逆刺の原形を作出する�。

Ｂ群：第三工程 第三工程は第二工程で作った大まかな有茎尖頭器の原形に押圧剥離・細部調整

を施して成品とする段階である。中型例には押圧剥離を施すが，大型例はソフトハンマーと推定さ

れる直接打撃によって茎部や逆刺を作り出し，更に器面の厚さを減じている�。

その他 Ａ群・Ｂ群の製作工程の他に推定遠隔地産石材であるサヌカイト等の石材を用いた有茎

尖頭器があるが，本遺跡で製作した痕跡が希薄で，製作工程は詳らかでない。おそらく搬入品と推

定される。基部付近の形態がＡ群・Ｂ群と比較して特に違和感はなく，製作上の流れは同様であろ

う。ただし５cm以上の大型例であっても器面調整は押圧剥離で行なった場合が多い。

小結 本遺跡の有茎尖頭器製作の特徴は，当初から茎部が幅広で短い形態を縄文人が志向してい

たことにある。これを反映するように原型の平面形を水滴形とし，効率的に幅広で短い茎部の作り

出しを図ったのだろう。刃部（身部）・茎部が長い例の場合，下膨れした水滴形の原型では「下膨

れ」の意味がなく，むしろ木葉形，または柳葉形に近い原形が適当である。

関東地方の有茎尖頭器の製作方法については藤山龍造の復元がある［藤山２００３］。それによると，

原石から素材となる剥片を取り，次に粗い加工を経て木葉・柳葉形の尖頭器を作る。更に最大幅の

下に若干の抉りを入れて有茎尖頭器が完成されるという。全体的な流れは本遺跡例と同様である。

藤山の復元で特徴的なのは，有茎尖頭器の茎部作出に際し，原形である木葉形尖頭器の基部の一番

下の方でなく，全長の中央やや下位から茎を作出する点である。これは関東地方に多い，茎部幅が

狭く，茎部長の長い細身の有茎尖頭器製作に真に合理的な原形といえよう。

上黒岩遺跡と関東地方における有茎尖頭器の製作で重要なのは，成品の形態に即した原型（未成

品）を作出しているという点である。上黒岩遺跡の有茎尖頭器製作第二工程の原型は石篦とともに，

江坂輝彌，鈴木道之助によって「木葉形尖頭器（杏仁形尖頭器）」とされてきた一群である［江坂・

岡本・西田１９６７，鈴木１９７２］。全ての石器には未成品段階があるわけで，有茎尖頭器製作第二工程の

原形を「木葉形尖頭器」と理解すると，これに代わる原形～未成品が見当たらなくなる。したがっ

て本遺跡の有茎尖頭器製作は，第二工程の原型に大きな特徴があり，有茎尖頭器の形態をほぼ決定

する重要な製作段階といえる。

（２）有茎尖頭器の器面調整

分類 有茎尖頭器の器面調整については高橋敦や長井謙治の先行研究がある［高橋１９８３，長井

２００６］。これらは主に斜状平行剥離の分類，分布，復元についての研究であり，その他の器面調整

については多く触れられていない。上黒岩遺跡では斜状平行剥離や不定形の押圧剥離など様々な器

面調整がある。上黒岩遺跡の有茎尖頭器についてはどのような器面調整の特徴があり，数量的にど

のような傾向を示すのかを観察する（図２６４）。

器面調整Ａ 不定形の押圧剥離。平行剥離や斜状平行剥離が観察されない例である。剥離の大き

さに規則性がなく，剥離面の形態が縦長・幅広・貝殻形を呈する。これは長井謙治の「RF有舌尖

頭器（Random Flaking）」に相当する。しかもコーンが発達せず幅広いため押圧剥離と考えられる

ので，不定形押圧剥離（Random Pressure Flaking）の有茎尖頭器と理解しておく。

点数：４９点（７５．３％）《遺物番号７１・７２・７３・７４・７７・１４３・１４５・１４７・１４８・１４９・１５４・１５８・２６４・
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３７７・３７８・４２３・４２５・４２６・４２７・４２８・４２９・４３０・４３１・４３３・４３４・４３５・４６４・４６５・４６７》

器面調整Ｂ 器軸に直交するように並行する押圧剥離。長井謙治の「OPPF有舌尖頭器（Oblique

Parallel Pressure Flaking）」並列ヴァージョンに相当するものである。

点数：６点（９．３％）《遺物番号５６・１５２・２６６・２９１・３０６・３０７》

器面調整C１ 器軸に対し通常右側の縁から斜め下方に斜状平行し，これに反対の縁から対向す

るように斜状平行剥離が延びる。また左側上から斜め下方に斜状平行し，これに反対の縁から対向

するように斜状平行剥離が延びる場合がある。前者をＡ種，後者をＢ種とすると上黒岩遺跡では全

てＡ種で，Ｂ種は北海道の立川系有茎尖頭器に多い。長井謙治のいう「OPPF有舌尖頭器（Oblique

Parallel Pressure Flaking）」斜行ヴァージョンに相当する。

点数：３点（４．７％）《遺物番号１４４・２６５・２６３》

器面調整C２ 器軸に対し左右両側からの縁から斜め下方に斜状平行する押圧剥離で，器面に�

字状の剥離痕が形成される。器面調整C１に連なる技法であろう。

点数：１点（１．６％）《遺物番号４２３》

器面調整Ｄ（CB） 有茎尖頭器の中軸線より右辺が斜め下方の斜状平行剥離で，左辺が器軸に直

交する平行剥離からなる。いわば器面調整ＣとＢの折衷ということができる。

点数：１点（１．６％）《遺物番号４３２》

器面調整Ｅ（AC） 片面は器面調整Ａの不定形押圧剥離で，反対の面が器面調整C１の斜状平行

剥離からなる例。器面調整ＡとC１の折衷ということができる。

点数：１点（１．６％）《遺物番号３０４》

器面調整Ｆ（DA） 片面は器面調整Ａの不定形押圧剥離で，反対の面が器面調整Ｄの斜状平行剥

離からなる例。器面調整ＤとＡの折衷ということができる。

点数：１点（１．６％）《遺物番号７５・７６》

器面調整Ｇ（BA） 片面は器面調整Ａの不定形押圧剥離で，反対の面が器面調整Ｂの平行剥離か

らなる例。器面調整ＡとＢの折衷ということができる。

斜行する押圧剥離の器面調整の効果としては，中央付近で厚みを増しステップが生じやすい器軸

との直交方向より，斜方向の場合は緩やかな斜面を均質な厚さで力が抜けやすい特徴がある。

茎部器面調整 茎部の器面調整は茎部となる部分を残しつつ，両側の逆刺と茎部間から中央稜で

交差するような抉りを入れている。茎部の作出，逆刺の作出を図ったものだろう。

小結 以上，上黒岩遺跡の有茎尖頭器の器面調整を観察し，Ａ～Ｇの分類をした。これをみると

７５．３％と圧倒的にＡが多く，上黒岩遺跡の有茎尖頭器製作にかかる器面調整の特徴を示している。

その一方，上記した「OPPF有舌尖頭器（Oblique Parallel Pressure Flaking）」もＢ～Ｇの分類をし

た。これらは押圧剥離による細長い剥離痕を主軸に対し斜行・直交させながらも並列させる意図が

窺える一群である。しかし，Ｂが僅かに多い傾向がみられるものの量的には少なく，安定した技術

パターンであるか疑わしい器面調整もある。むしろ重要なのは，明らかに細長い平行剥離痕を並列

させる意図が窺える例と不定形の押圧剥離があるという事実であろう。

そこで改めて平行する押圧剥離をみると，かなり剥離痕が乱れた例や片面が不定形の押圧剥離と
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なっているものが多いし，平行剥離自体も幅や奥行きの長さが様々な例が多い。特にC１の事例と

して図示した例にしても表面側左辺では斜め上方を意図した短い剥離や，裏面側左辺は短い不定形

の剥離となっている。こうした剥離は田島富慈美のいう「片側だけ規則的に並ぶ…」例や［田島１９９３］，

長井謙治がいう「…ヒンジ・フラクチャーと乱れた剥離を施し…」という例に相当する［長井２００６］。

長井はこの方法は石理が逆目の場合に施す「技術的工夫」であると理解しているが，上黒岩でみつ

かった有茎尖頭器の多くは硅質分の多い岩石を用いており，そのうち搬入品と推定されるサヌカイ

ト等を除く赤色硅質岩・チャート・硅質頁岩には石理がほとんど観察されない。したがって長井の

「技術的工夫」と石理を結びつけることは困難であるが，「技術的工夫」という解釈を全て否定する

ものではない。

有茎尖頭器の製作において各種の押圧剥離を強く志向した上黒岩の製作者ではあるが，出来映え

という観点からみると，各種の平行剥離に見られる幅・長さが様々で製作者の意図とは別にかなり

の苦労が窺える。参考例として高知県宮地遺跡の有茎尖頭器を図示しているが，剥離を観察すると

整然とした斜状平行剥離であって，本遺跡例との間には大きな技術格差が窺える。これは調整Ａに

もいえることで，細かく観察すると不定形押圧剥離自体も調整C１を目指したと見られる例がある

（２６１）。これなどは不定形押圧剥離面の剥離軸が調整C１のように斜行することが窺えるが，結果的

に調整C１の剥離を達成できなかったことを物語っている。また調整ACにしても，ＡとＣの折衷

と解釈することも一案であるが，調整C１を両面に施すことができなかったともいえる。各種平行

剥離の技術的不安定の要因を石材の質に求める場合もあるが，岐阜県下の有茎尖頭器はチャートを

石材とした美しい斜状平行剥離を有する例が多いことで知られる。これはチャートでも巧みな斜状

平行剥離が可能なことを示し，技術的不安定の要因を石材の質に求める理由にはならない。

まとめると本遺跡の有茎尖頭器は器面調整Ａが圧倒的な量であり，各種平行剥離もある。また上

黒岩における縄文人の有茎尖頭器製作技術レベルは器面調整ACの存在や，平行剥離痕の不均一な

状況から斜状平行剥離に関してはなお未完成で不安定な技術段階であったという観が強い。

（３）上黒岩遺跡と周辺地域の有茎尖頭器にみる器面調整の比較

分布 C１（斜状平行剥離）の分布については高橋敦の先行研究がある。それには福井県，長野県

南部から岐阜県，愛知県，三重県，滋賀県，京都府，奈良県，大阪府，兵庫県，和歌山県，鳥取県，

香川県，徳島県の２府１２県に８６遺跡を挙げている［高橋１９８３］。この分布数は１９８３年までの成果

で，高橋が埼玉県に在住していたことから情報収集の面で近畿・中国・四国地方での分布数が少な

い観もするが，重要な点は斜状平行剥離を施した有茎尖頭器の分布に粗密のあることに気がつく。

特に東海西部以西・長野県以西では有茎尖頭器の分布と斜状平行剥離の分布が同じであるのに対し，

高橋にすれば比較的に情報収集しやすい東海東部以東の関東・北陸（富山・新潟）・東北での斜状平

行剥離に関する記載がほとんどないことが興味深い。

２００２年になると関西縄文研究会による東海地方・近畿地方を中心とした有茎尖頭器の集成がな

されている。この関西縄文研究会が集成した挿図をみると，福井・岐阜・愛知・三重・奈良・京

都・和歌山・兵庫の有茎尖頭器を約７００例集成した中で，最低２６０点は斜状平行剥離に見受けられ

た。また多田仁が集成した愛媛県下の有茎尖頭器で，上黒岩遺跡の事例を除く１７例中，６４．７％（１１

第 4部 分析・考察
第 4章 上黒岩遺跡出土石器

451



例）が調整C１（斜状平行剥離）である。形態的に上黒岩遺跡の有茎尖頭器に共通する高知県不動ヶ

岩屋洞穴例には明瞭なC１はみられないが，太平洋側の高知県宮地遺跡の大型の有茎尖頭器には観
そうかわ だ ば ざき

察される。高知県十川駄馬崎遺跡の例は「豆粒文土器」ともいわれる隆起線文
（４）

土器にともなって大

型柳葉形尖頭器が出土しており，これも調整C１（斜状平行剥離）である。

調整C１Ａ種（斜状平行剥離）は上述した地域に分布する技術である。この技術は右上から左下方

と左下方から右上方向への調整の例に限られて，管見ではこの逆はない。こうした調整C１（斜状

平行剥離）は主軸に対し平面的に２０°～４０°（１４０°～１６０°）の角度をもっていることで共通する。こ

の共通性について考えられるのは，縄文時代においても多かったと推定される右利きの製作者によ

る実際の剥離方法・動作が共通していたことに要因があろう。この点については難波洋三が既に指

摘している［難波２００２］。ところが前述したＢ種の調整C１（斜状平行剥離）の事例がある。つまり

左上から右下方と，右下方から左上方向へ延びる調整で，北海道の有茎尖頭器に観察される器面調

整痕で，本州の例とは逆方向となる。両地域が右利きの製作者だったとして，北海道の場合が手前

方向，本州・四国では外側方向への押圧か，平面上の位置が逆の傾をもった押圧作業だったと推定

される。北海道の事例では主軸に対し平面的に直角に近い５°～３０°（１７５°～１５０°）となる鈍角度の

斜状平行剥離痕である。主軸に対して平面的に直交に近いことが一見して判る斜状平行剥離である。

北海道の人々に左利きの人が多かったとは思えず，おそらく実際の剥離方法・動作が本州とは違っ

たことに由来するのが北海道のＢ種の調整C１による斜状平行剥離である。この北海道的なＢ種の

器面調整C１はペンギニークリーク遺跡などアラスカ方面やシベリア方面にも分布しており，剥離

方法と動作が上記の難波が指摘のとおり北方方面で共通していた可能性が高い。北海道でＢ種の器

面調整が廃れ，Ａ種の器面調整が出現するのは縄文時代草創期爪形文土器段階（大正３遺跡）になっ

てからで［山原２００７］，本州系の縄文文化が伝わったことを示しているのであろう。

（４）有茎尖頭器の形態比較

有茎尖頭器の長幅・茎部長幅の法量から導き出された形態的特徴について，上黒岩遺跡・不動ヶ

岩屋洞穴・柳又遺跡等の例で述べる。

上黒岩遺跡 有茎尖頭器の尖端から茎部下端までの器体の長幅分布領域は，長さが３．０８cm～

８．３５cmで幅は２．１cm～３．０４cmとなる（図２６５，表４８）。これを長さに対する５％ごとの幅比率で

見ると３０％以上３５％から７０％までの領域に収まる。このなかで，長さに対し幅が６０％までに

１２点と最も多くあり，数量の中心はこのなかにある（図２６６）。しかも長さに対し幅が５０％以上を

示す例が２４例（８０％）もある。また長さについてはＥ領域（３cm以上３．０５cmまで）の例が７点あ

り，このなかに３．０８cmと３．１２cmの小形２例を含む。次いでＦ領域（３．０５cm以上４cmまで）の３

点，Ｇ領域（４cm以上４．５cmまで）の１３点，Ｈ領域（４．５cm以上５cmまで）の６点，�領域（５cm

以上５．５cm）までに１点ある。なお大型品としてＫ領域（６cm以上６．５cmまで）に２点，Ｏ領域（８

cm以上８．５cm）に１点ある（図２６９）。これらの大形例の長さに対する幅は３５％～４９．７％であって，

細身の部分に偏っている。整理するとＥ領域～Ｉ領域に３３例中３０例（９１％）が含まれる。したがっ

て大半は３cm以上～４．５cmのＧ領域を中心に，±約１cmの長さ領域をもつ中形であり，長幅比率

を考慮すると，短く幅広い有茎尖頭器である。これにやや細身の大型例が３例（９％）含まれると
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いうことになる。

特徴的な茎部は幅広で茎部長が著しく短い（図２６６，表４８）。具体的には茎部幅０．９７cm前後から

３．１cmの領域で，１．１７cmから２．０５cmまでに大半の例が入る。これに対し茎部長０．２３cm～０．８５

図２６５ 有茎尖頭器の長幅比

図２６６ 有茎尖頭器の茎部長幅比
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cmの領域で，０．３１cmから０．５５cmまでに大半の例が入る（図２７０）。これを茎部幅に対する５％

ごとの茎部長比率でみると１０％以上１５％から６５％までの領域に収まる。特に茎部長比率が４５％

までに３５点と最も多く，数量の中心は３５％付近にある（図２６７）。茎部は茎部長０．３１cm～０．５５cm，

茎部幅１．１７cm～２．０５cmに最も集中していることから，茎部長が著しく短く，これに対し茎部幅

が大きい逆二等辺三角形であるところに特徴を有する。

次に，有茎尖頭器の尖端部から基部の境界にあたる変換点（基部変換点）までの縁部を刃部とし，

刃部と器面を含めた部位を身部とする（図２６１）。この身部の平面形態は次のとおり分類できる。

身部形態１A 尖端から基部変換点までの刃部（身部の縁）が直線的な例で，１１例ある（７２・７５・

７６・１４２・１４３・１４４・１４６・２７０・２８７・２８８・２９１）。

身部形態１B 尖端から基部変換点までの刃部が緩く外側に張る例で，１２例ある（７４・７７・１４９・

図２６７ 有茎尖頭器の長幅比ごとの数量グラフ

図２６８ 有茎尖頭器の茎部幅に対する茎部長比ごとの数量グラフ
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２６５・２７４・２９０・３０１・３０６・３０７・３７７・４２３・４６７）。

身部形態２A 尖端から基部変換点までの刃部で，上半の両側に緩い変換点がある例で（以降，

肩部変換点と呼ぶ），９例ある（７３・２６４・２７３・３０２・３０４・４２３・４３０・４３１・４６５）。

身部形態２B 尖端から基部変換点までの刃部で，上半の片側に緩い肩部変換点がある例で，１

例ある（３００）。

身部形態２C 尖端から刃部の上部に段があり，段から基部変換点間が直線的な翼状となる例で，

１例ある（７１）。

以上，身部形態について分類してきたが，１A・１Bについてはどちらに区分できるか迷う例も多

い。筆者は同一遺跡において平面形態の作り分けを窺わせるような明確な違いと意図があるものは

一部を除き考えていない。おそらくこれらはファジイな形態的変化の幅を示していると考える。形

態的に特徴があるのは身部形態２Aであるが，これは１A・１Bの破損に伴う再生等のメンテナン

スにおいても生じる可能性が高い属性である。身部形態２Bは１例だけで，器軸がずれた例として

は他の例と全く異なり，型式として確立した形態ではないと考える。おそらく斜めに破損した器形

の再生と考えたいところである。身部形態２Cは段を作出するなど，再生等に伴う形態変化とは次

元を異にする例である。この例については後に述べるように基部変換点以下の茎部形態は上黒岩遺

跡に特徴的な茎部に近縁なものと推定するが，身部形態については寡聞にして類例を知らない。

刃部（身部・体部）と基部の境界にある変換点は通常逆刺の部分で区分されるが，基部変換点が

逆刺でない鈍角の例や円い例がある。この基部変換点がそのまま茎部との境界になる例と，上黒岩

遺跡における有茎尖頭器の多くに茎部幅が幅広で茎部長の短いことに特徴があったが，実際には若

干の変異が認められる。この基部変換点から茎部端（基端部）までの形態について観察する。

基部形態A１ 茎部長が短く茎部幅の広い逆二等辺三角形を呈する。三角形の底角にあたる部分

図２６９ 有茎尖頭器の長さ比較グラフ
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が身部側に入り込むような形態や，底角部分から基部変換点までが水平になる形態で，これに連動

して基部変換点が嘴状になる逆刺を形成する。これに該当する事例は２９点ある（７１・７３・１２９・

１４４・１４６・２６４・２６５・２８７・２９０・３０１・３０２・３０４．３０５・３０６・３３３・３７７・３７８・４２３・４２４・４２５・４２６・４２７・

４２８・４２９・４３０・４３２・４３４・４６４・４６７）。

基部形態A２ 茎部長が短く茎部幅の広い逆二等辺三角形を呈する。三角形の底角にあたる部分

から弧状に変換点へ移行するもの。これに該当する事例は７点ある（７４・７６・１４８・２８８・３００・３０３・

４３１）。

基部形態A３ 茎部長が短く，茎部幅の広い逆二等辺三角形を呈するが，基部変換点から直線的

に茎部端（頂角）に至る例。これに該当する事例は３点ある（１４９・１５０・４３５）。

基部形態Ｂ 茎部長が長く，茎部幅の狭い逆二等辺三角形を呈するが，基部変換点から直線的に

茎部端（頂角）に至る例。これに該当する事例は２点ある（１４２・１４３）。

基部形態Ｃ 基部変換点間の最大幅より茎部幅が著しく幅狭で茎部長が短い。これに該当する事

例は１点ある（２８７）。

基部形態Ｄ 逆刺の有無は明確ではないが，茎部が長方形で，幅広部分が身部に接し，茎部端が

尖らずに幅広く水平な例（７２）。

以上６形態に分類した底部の形態であるが，基部形態A１・A２・A３は平面形の違いが極僅かで

あり，どちらともつかない例もあった。また基部形態で片方がA１とA２の特徴を備えた例（１４５・

２７０），A２とA３の特徴を備えた例（１５３・２８６），A１とA３の特徴を備えた例（２７３・４３３）があった。

図２７０ 有茎尖頭器の茎部長比較グラフ
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表４８ 上黒岩遺跡の有茎尖頭器計測値

地区・層位 図№
長

（cm）

幅

（cm）

長さに

対する

幅

５％ごと

の個数

茎部長

（cm）

茎部幅

（cm）

茎部幅に

対する

茎部長

５％ごと

の個数

Ａ区 ７ ７３ ４．３４ ２．５２ ５７．９％ １５％ ０．５３ １．９９ ２６．８％ １５％ １

Ａ区 ７ ７４ ５．４９ ２．８６ ５２．１％ ２０％ ０．８０ ２．０９ ３８．３％ ２０％ ３

Ａ区 ７ ７６ ４．９６ ２．１０ ４２．２％ ２５％ ０．４１ １．２９ ３１．５％ ２５％ ９

Ｂ区 ９ １４４ ４．９９ ２．２３ ４４．６％ ３０％ ０．４９ １．３４ ３６．４％ ３０％ １０

Ｂ区 ９ １４６ ３．３０ ２．２７ ６８．７％ ３５％ １ ０．２６ １．０２ ２５．２％ ３５％ ５

Ｂ区 ９ １４９ ３．６８ ２．９７ ８０．６％ ４０％ ２ ０．５９ ２．９７ １９．８％ ４０％ ５

Ｂ区 ９ １５３ ８．３５ ２．９２ ３５．０％ ４５％ ２ ０．５５ ２．４９ ２２．１％ ４５％ ２

Ｃ区 ９ ２６４ ４．１０ ２．３６ ５７．５％ ５０％ １ ０．８５ １．５９ ５３．３％ ５０％ １

Ｃ区 ９ ２６５ ４．９３ ２．６４ ５３．５％ ５５％ ５ ０．３９ １．１７ ３３．１％ ５５％ １

Ｃ区 ９ ２７０ ３．９２ ２．４８ ６３．３％ ６０％ １２ ０．５２ １．３０ ４０．１％ ６０％ １

Ｃ区 ９ ２７３ ３．９１ ２．３０ ５８．９％ ６５％ ３ ０．４２ １．４３ ２９．７％ ６５％ １

Ｃ区 ９ ２８６ ４．０６ ２．３２ ５７．３％ ７０％ ４ ０．４９ １．４５ ３３．９％ ７０％

Ｃ区 ７ ２８７ ３．３０ ２．５８ ７８．２％ ７５％ ０．４９ ９．６８ ５．０％ ７５％

Ｃ区 ７ ２８８ ３．１９ ２．１６ ６７．６％ ８０％ ０．３９ １．３３ ２９．０％ ８０％

Ｃ区 ９ ２９０ ４．４５ ２．４８ ５５．７％ ８５％ ０．２３ １．３２ １７．４％ ８５％

Ｃ区 ９� ３００ ３．０８ ２．３２ ７５．３％ ９０％ ０．５２ １．４０ ３７．５％ ９０％

Ｃ区 ９� ３０１ ３．１２ ２．３７ ７６．０％ ９５％ ０．４６ １．７７ ２５．８％ ９５％

Ｃ区 ９� ３０２ ３．５０ ２．５４ ７２．７％ １００％ ０．３１ １．５３ ２０．４％ １００％

Ｃ区 ９� ３０３ ０．００ ０．００ １０５％ ０．４４ １．４１ ３１．０％ １０５％

Ｃ区 ９� ３０４ ４．３１ ２．２０ ５１．０％ １１０％ ０．３９ １．３８ ２８．１％ １１０％

Ｃ区 ９� ３０５ ０．００ ０．００ １１５％ ０．３６ １．８６ １９．３％ １１５％

Ｃ区 ９� ３０６ ６．４１ ２．４２ ３７．７％ １２０％ ０．３８ １．４９ ２５．２％ １２０％

Ｃ区 ９� ３３３ ０．００ ０．００ １２５％ ０．３８ １．６７ ２２．９％ １２５％

Ｃ区 ９� ３７７ ４．８１ ２．８７ ５９．７％ １３０％ ０．３８ １．５６ ２４．０％ １３０％

Ｃ区 ９� ３７８ ４．３８ ２．４３ ５５．６％ ０．４６ ２．０５ ２２．４％

Ｄ区 ９ ４２３ ４．４９ ２．４４ ５４．４％ ０．８０ １．４５ ５５．４％

Ｄ区 ９ ４２４ ４．０７ ２．４４ ６０．０％ ０．６５ １．３５ ４７．９％

Ｄ区 ４２５ ０．００ ３．１０ ０．７９ １．２９ ６１．４％

Ｄ区 ９ ４２６ ０．００ ３．１５ ０．７３ ３．１０ ２３．７％

Ｄ区 ９ ４２７ ４．２６ ２．５２ ５９．２％ ０．５５ １．３５ ４０．９％

Ｄ区 ９ ４２８ ３．５２ ２．４５ ６９．６％ ０．３５ １．３２ ２６．７％

Ｄ区 ９ ４２９ ４．１１ ２．２９ ５５．７％ ０．４６ １．２６ ３６．６％

Ｄ区 ９ ４３０ ４．１３ ２．５０ ６０．５％ ０．３１ ０．９８ ３１．３％

Ｄ区 ９ ４３１ ４．５４ ２．３４ ５１．６％ ０．６５ ２．３１ ２８．２％

Ｄ区 ９ ４３２ ６．１１ ３．０４ ４９．７％ ０．４７ １．９８ ２３．９％

Ｄ区 ９ ４３３ ４．７５ ２．７９ ５８．９％ ０．３８ ２．０３ １８．７％

Ｄ区 ９ ４３４ ０．００ ０．００ ０．４７ ２．０２ ２３．５％

Ｄ区 ９ ４３５ ４．１６ ２．５５ ６１．２％ ０．４４ １．５９ ２７．４％

不明 ９ ４６７ ３．３２ ２．２６ ６７．９％ ０．４０ １．７５ ２２．９％

〃 ９ ５１９ ４．２７ ２．５４ ５９．５％

Ｃ拡 ９� ５２０ ５．１２ ２．６３ ０．８６ ２．３４ ３７．０％

＊破損品は復元した数値を用いた。
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４８点の有茎尖頭器を観察した基部形態ごとの数量内訳は上記のとおりであるが，各形態の比率は

A１が６７．４％，A２が１４．２％，A３が６．１％である。うちA２・A３は定式化した茎部形態のイ

メージを元に作られたと考えるには量が少ない。むしろ基部形態A１のヴァラエティーで，茎部が

幅広で茎部長のほうが短い逆二等辺三角形の茎部作り出しに伴う変異の幅を示すと考える。基部形

態Ｃ・Ｄは数が少なく，基部形態A１からの型式変化を窺えない基部形態で，異系統と考える。基

部形態Ｂは徳島県シンヤマ遺跡で３例あるが［兵藤２００５］，基部形態Ｃ・Ｄの類例は知らない。

以上，上黒岩遺跡の身部形態１A・１B・２A・２B・２Cと基部形態A１・A２・A３・Ｂ・Ｃ・Ｄ

の特徴を観察してきたが，両形態が特に結びつくということはない。身部形態・基部形態の項目で

述べたように変化の幅を示した上黒岩遺跡における有茎尖頭器の外延を示すものと理解できる。

不動ヶ岩屋洞穴 長幅分布領域は，不動ヶ岩屋例では長さが２．３cm～５．７cmで幅は１．７cm～

３．７５cmとなる（図２６５，表４９）。具体的な長さについてはＢ領域に２例（３．５cm以上から２cm）と，

Ｆ領域（３cm以上３．５cmまでの領域）～Ｊ領域（５．５cm以上３．５cmまでの領域）の間に１例ずつある

（図２６９）。次に長さに対する５％ごとの幅比率は３５％以上４０％から１１０％までの領域に収まる

（表４９）。有茎尖頭器が少なく幅広や幅狭の領域に目だって集中することはないが，幅比率が３５％

以上５０％までに２例，６５％以上に５例あり，幅広く茎部長が短いことを示している。

柳又 長幅分布領域は，長さが２．３cm～７．９cmで幅は１．３cm～２．８cmとなる（図２６５，表５０）。

表４９ 不動ヶ岩屋の有茎尖頭器長幅比・茎部長幅比

長

（cm）

幅

（cm）

長さに

対する幅

５％ごと

の個数

茎部長

（cm）

茎部幅

（cm）

茎部幅に

対する

茎部長

５％ごと

の個数

３．７０ ２．５０ ６７．６％ １５％ ０．６０ １．５０ ４０．０％ １５％

４．７０ ３．７５ ７９．８％ ２０％ ０．８０ １．８０ ４４．４％ ２０％ １

１．９０ ２．００ １０５．３％ ２５％ ０．３０ １．００ ３０．０％ ２５％

５．３０ １．９０ ３５．８％ ３０％ ０．９５ １．９０ ５０．０％ ３０％ １

５．７０ ２．８０ ４９．１％ ３５％ ０．６０ １．７０ ３５．３％ ３５％ １

４．３０ ２．９０ ６７．４％ ４０％ １ ０．７５ ２．３０ ３２．６％ ４０％ ２

２．００ １．７０ ８５．０％ ４５％ ０．２０ １．００ ２０．０％ ４５％ １

５０％ １ ５０％ １

５５％ ５５％

６０％ ６０％

６５％ ６５％

７０％ ２ ７０％

７５％ ７５％

８０％ １ ８０％

８５％ １ ８５％

９０％ ９０％

９５％ ９５％

１００％ １００％

１０５％ １０５％

１１０％ １ １１０％

［岡本・片岡１９６７，１９６９］破損品は復元した数値を用いた。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 154集 2009年 9月

458



これを長さに対する５％ごとの幅比率を見ると２５％以上から８０％までの領域に収まる（表５０）。

長幅比では４５％以上５０％までが最も多い部分で数量の中心はこのなかにある。特に長さに対し幅

の５０％までに２６点中２０点（７７％）もあり（図２６７，表５０），平面形がやや細長い特徴であること

を物語る。一方，長さに対し幅が５０％以上を示す例は６例（２３％）であり，長さが短く幅広の有

茎尖頭器である。また実際の長さは以下のとおりである（図２６９）。まずＣ領域（２cm以上２．５cmま

で）の例が１点とＤ領域（２．５cm以上３cmまで）に１点あり，これらは小形に分類される例で，石

鏃として使用された可能性含む。Ｅ領域（３cm以上３．５cmまで）とＦ領域（３．５cm以上４cmまで）

が各２点，Ｇ領域（４cm以上４．５cm）～Ｉ領域（５cm以上５．５cm）が各５点ある。これを長さに対

する幅の比率でみると（表５０），Ｅ領域は４５．２％と７６．５％，Ｆ領域は４８．７％と５５．６％，Ｇ領域は

３５．２％と４１．９％・４２％と５０％・５０％となるが，幅が７６．５％や６０．９％・５６．５％のように小形で幅

の広い例は若干で，他は小形ながらやや細身の例が多い。なお大型例としてＭ領域（７cm以上７．５

cmまで）に１点，Ｎ領域（７．５cm以上８cm）に４点あるが（図２６９），長さに対する幅の比率をみる

表５０ 柳又遺跡の有茎尖頭器長幅比・茎部長幅比

長さ

（cm）

幅

（cm）

長さに

対する幅

５％ごと

の個数

茎部長

（cm）

茎部幅

（cm）

茎部幅に

対する

茎部長

５％ごと

の個数

７．７０ ２．３０ ２９．９％ １５％ ０．７０ １．５０ ４６．７％ １５％

７．９０ ２．３０ ２９．１％ ２０％ １．００ １．４５ ６９．０％ ２０％

７．６０ ２．７０ ３５．５％ ２５％ ０．８０ １．４５ ５５．２％ ２５％ ２

７．５５ ２．３０ ３０．５％ ３０％ ２ ０．６５ １．８０ ３６．１％ ３０％ ４

７．２５ ２．７０ ３７．２％ ３５％ ３ ０．３５ １．６５ ２１．２％ ３５％ ５

４．４０ １．５５ ３５．２％ ４０％ ４ ０．３５ ０．７５ ４６．７％ ４０％ ３

４．８５ １．６０ ３３．０％ ４５％ ２ ０．３５ ０．８５ ４１．２％ ４５％ ４

５．２０ ２．４０ ４６．２％ ５０％ ９ ０．６０ １．２５ ４８．０％ ５０％ ５

５．２０ ２．４０ ４６．２％ ５５％ ０．３５ １．２０ ２９．２％ ５５％ ２

４．８５ １．５０ ３０．９％ ６０％ ４ ０．３５ ０．８５ ４１．２％ ６０％

４．０５ １．７０ ４２．０％ ６５％ １ ０．２０ ０．６０ ３３．３％ ６５％

５．２５ １．９０ ３６．２％ ７０％ ０．８０ １．６０ ５０．０％ ７０％ １

４．３０ １．８０ ４１．９％ ７５％ ０．５３ １．２５ ４２．４％ ７５％

５．５０ ２．６０ ４７．３％ ８０％ １ ０．６５ １．７０ ３８．２％ ８０％

５．１０ ２．３０ ４５．１％ ８５％ ０．６５ １．３０ ５０．０％ ８５％

４．６０ ２．３０ ５０．０％ ９０％ ０．５０ １．５０ ３３．３％ ９０％

２．３０ １．３０ ５６．５％ ９５％ ０．２０ ０．６０ ３３．３％ ９５％

２．７０ １．６０ ５９．３％ １００％ ０．３０ １．００ ３０．０％ １００％

３．１０ １．４０ ４５．２％ １０５％ ０．２５ ０．６０ ４１．７％ １０５％

３．６０ ２．００ ５５．６％ １１０％ ０．４０ １．２０ ３３．３％ １１０％

３．９０ １．９０ ４８．７％ １１５％ ０．３０ １．１０ ２７．３％ １１５％

４．２０ ２．１０ ５０．０％ １２０％ ０．５５ １．５０ ３６．７％ １２０％

４．６０ ２．８０ ６０．９％ １２５％ ０．８０ ２．７０ ２９．６％ １２５％

４．２０ ２．１０ ５０．０％ １３０％ ０．４０ １．２０ ３３．３％ １３０％

４．６０ ２．６０ ５６．５％ １３０％

以上

０．８５ １．５０ ５６．７％ １３０％

以上３．４０ ２．６０ ７６．５％ ０．４５ ２．２０ ２０．５％

［小林１９６７］破損品は復元した数値を用いた。
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と２９．１％～３７．２％に収まる。柳又遺跡の有茎尖頭器は長さに対する幅が６０％以上の幅広い例も一

定量あるが，概ね５０％以内の細長の例が多い。

次に茎部形態を観察する。柳又の例は一見して茎部が幅広で，茎部長が著しく短い（図２６６，表

５０）。具体的には茎部幅０．６cm前後から２．７cmの分布領域であるが，１．３cmから２．２cmまでに大半

の例が入る。これに対し茎部長は０．２cm～０．８５cmの領域で，１cmに満たない例がほとんどである

（表５０）。これを茎部幅に対する５％ごとの茎部長比率でみると２０％以上２５％から７０％までの領

域に収まる。茎部長比が２５％から５５％までに２６点中２５点が集中しており，この間の数量の中心

は４０％付近にある（図２６８）。柳又の有茎尖頭器の茎部は幅広で短いことに特徴がある。

大阪・徳島・高知・愛媛 この地域を一括してその特徴を記すのは適切ではないかもしれない。

しかし単一遺跡でまとまった有茎尖頭器の出土事例がないこと，報告された例が一見して共通する

特徴を示していることから，上黒岩遺跡を比較するために取り上げたい。

長幅分布領域は，大阪・徳島・高知・愛媛の事例では長さが５．６cm～１３．７cmで幅は１．９５cm～

４．１cmとなる（図２６５，表５１）。これを長さに対する５％ごとの幅比率を見ると２０％以上２５％か

ら５０％までの領域に収まり，数量の中心は３５％台のなかにある（図２６７）。しかも長さに対し幅が

５０％以内を示す例である。またＩ領域（５cm以上５．５cmまで）からＺ領域（１３．５cm以上１４cmまで）

までの長さを有する例である。一見するとＩ領域（５cm以上５．５cmまで）からＰ領域（８．５cm以上９

cmまで）までの４cm間に多い傾向が窺える（図２６９）。したがって大阪・徳島・高知・愛媛の有茎

尖頭器の中形の大きい例から大型の例を中心とし，長幅比率を考慮すると，長く幅狭い有茎尖頭器

である。

次に有茎尖頭器の茎部形態を観察する。大阪・徳島・高知・愛媛の例は一見して茎部が幅狭く，

茎部長が長い。具体的には茎部幅０．９cm前後から３．５cmの領域で，幅は０．９cmから２．２cmまでに

２５例中９２％（２３点）の例が入る（表５１）。これに対し茎部長は０．５cm～０．９cmの領域で，０．５cm～１．２

cmに集中している（図２７０，表５１）。これを茎部幅に対する５％ごとの茎部長比率でみると３０％以

上３５％から１３０％以上までの領域にまたがる。とくに５０％以上に１７点もある。したがって茎部

形態は，逆正三角形から二辺の長い逆二等辺三角形に近いかたちである。

小結 以下に長幅・茎部長幅の法量から導き出された形態的特徴について述べたい。まず主体と

なる有茎尖頭器の長さでは上黒岩遺跡，不動ヶ岩屋洞穴，柳又遺跡の例ともほぼ同じ領域にある

（図２６９）。これに対し大阪・徳島・高知・愛媛の例では６cm以上の大型例に限られ，６cm以内の中

形例も大形の領域に近い分布をしている。

茎部長については上黒岩遺跡，不動ヶ岩屋洞穴，柳又遺跡の例とも概ね０．２cm以上，１cm以内に

計測値が分布する傾向が読み取れる。これに対し大阪・徳島・高知・愛媛の例では０．４５cm以上

１．２cmまでに集中するほか，１cm以上にも一定量存在する傾向がある（図２７０）。

長さに対する幅の比率については，上黒岩遺跡は６０％付近に分布の中心があり，不動ヶ岩屋洞

穴例も概ね同様な値の分布を示しているとみなせる（図２６７）。これに対し柳又遺跡の有茎尖頭器は

長さに対する幅の比率で６０％付近に分布の中心があるが，３０％付近までにも一定量の分布がある。

上黒岩遺跡の長さに対する幅の比率が６０％前後の部分で柳又の事例は少なく，上黒岩例で量の少

ない４０～５０％付近にも例が多い。要するに上黒岩に多い幅広の有茎尖頭器は柳又で少なく，上黒
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岩例に少ない細長い例の領域に柳又例の主体がある。柳又例でやや数が少なく，細長い部分に大

阪・徳島・高知・愛媛の有茎尖頭器の領域分布の主体がある。

茎部幅に対する茎部長の比率については，上黒岩遺跡は３０％付近に分布の中心があり（図２６８），

不動ヶ岩屋洞穴例も概ね同様な値の分布を示しているとみなせる。これに対し柳又遺跡の有茎尖頭

器は茎部幅に対する茎部長の比率で４０％付近に分布の中心があり，上黒岩遺跡よりやや茎部長の

長い部分に分布主体が偏っている。大阪・徳島・高知・愛媛の有茎尖頭器領域の茎部幅に対する茎

部長比分布ではその中心が６０％にあり，柳又遺跡の中心分布域に茎部長の短い領域が重なってい

る。つまり大阪・徳島・高知・愛媛における有茎尖頭器の茎部は茎部幅に対し茎部長の長い例が主

体であるが，柳又や上黒岩遺跡例の場合は幅広で茎部長の短い茎部の特徴を有している。

これまで観察してきた有茎尖頭器の計測値をみると著しく長さの短い３cm以下の例がある（図

２６９）。特に柳又で２．３cmと２．７cmの例，不動ヶ岩屋洞穴の有茎尖頭器には長さ１．９cmと２cmの

小型例で，機能の似た飛び道具ということで実際には石鏃として使用されたと考える。また上黒岩

表５１ 大阪，徳島，高知，愛媛の有茎尖頭器長幅比・茎部長幅比

遺跡
長

（cm）

幅

（cm）

長さに対

する幅

５％ごと

の個数

茎部長

（cm）

茎部幅

（cm）

茎部幅に

対する

茎部長

５％ごと

の個数

大 阪・長 原 ７．５０ ２．３１ ３０．８％ １５％ １．８０ １．４０ １２８．６％ １５％

大 阪・長 原 １０．００ ２．７０ ２７．０％ ２０％ １．２０ ２．００ ６０．０％ ２０％

大 阪・長 原 ６．６５ ３．００ ４５．１％ ２５％ ２ １．１０ １．５０ ７３．３％ ２５％

大 阪・長 原 ６．１０ ２．４０ ３９．３％ ３０％ ４ ０．９０ １．８０ ５０．０％ ３０％

大 阪・長 原 ６．２５ ２．９０ ４６．４％ ３５％ ７ １．９０ ０．９５ ２００．０％ ３５％ １

大 阪・長 原 ４０％ ５ ０．８５ ０．９０ ９４．４％ ４０％ ４

大 阪・長 原 ７．６５ ２．４０ ３１．４％ ４５％ １ ０．８０ １．４０ ５７．１％ ４５％ １

大 阪・長 原 ６．４０ ２．４０ ３７．５％ ５０％ ４ １．１０ １．５０ ７３．３％ ５０％ ２

大 阪・長 原 ７．００ ２．５０ ３５．７％ ５５％ １．５０ ２．００ ７５．０％ ５５％ ４

大 阪・長 原 ５．６５ ２．７５ ４８．７％ ６０％ ０．６０ １．９０ ３１．６％ ６０％ ３

大 阪・城 山 ６．０５ ３．００ ４９．６％ ６５％ ０．７５ ２．００ ３７．５％ ６５％

大 阪・桑 津 ７０％ ０．８５ １．２０ ７０．８％ ７０％ ２

大 阪・桑 津 ５．６０ ２．３５ ４２．０％ ７５％ ０．７５ １．４０ ５３．６％ ７５％ ４

徳 島・野 神 ８．５９ ２．９０ ３３．８％ ８０％ ０．７０ １．８０ ３８．９％ ８０％ １

徳 島・ 檜 ５．２０ １．９５ ３７．５％ ８５％ ０．７０ ０．９０ ７７．８％ ８５％

徳 島・大 谷 １１．８０ ４．１０ ３４．７％ ９０％ １．６５ ３．５０ ４７．１％ ９０％

高知・大超寺奥 ９．７０ ３．００ ３０．９％ ９５％ １．１５ ２．２０ ５２．３％ ９５％ １

高 知・宮 地 １０．５０ ３．１０ ２９．５％ １００％ １．００ １．７５ ５７．１％ １００％

愛媛・大田西 ８．３５ ２．８０ ３３．５％ １０５％ ０．７５ １．９０ ３９．５％ １０５％

愛 媛・北 新 ８．６０ ３．００ ３４．９％ １１０％ １．１５ ２．２０ ５２．３％ １１０％

愛 媛・小 林 １２．５０ ２．８０ ２２．４％ １１５％ ０．５０ １．３０ ３８．５％ １１５％

愛媛・別所定地 １３．７０ ３．００ ２１．９％ １２０％ １．２０ ２．７０ ４４．４％ １２０％

愛媛・安養寺 ７．６０ ２．２０ ２８．９％ １２５％ ０．７５ １．４０ ５３．６％ １２５％

愛媛・七右衛門 ７．１０ ２．８０ ３９．４％ １３０％ ０．９０ １．３０ ６９．２％ １３０％ １

愛 媛・大 平 ７．６０ ２．１０ ２７．６％ １３０％

以上

１．０５ １．５０ ７０．０％ １３０％

以上

１

［天羽１９７６，田島１９９３，多田１９９７］破損品は復元した数値を用いた。
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遺跡における３cm前後の事例も同様な可能性がある。一方，上黒岩遺跡における大型例は長さ６

cm以上のＫ領域や８cm以上のＯ領域にあって，中心をなす中型例の一群から長さが隔絶した事例

である。おそらく上黒岩遺跡の大型例は中型例との関係で，狩猟対象や用途差に基づく作り分けを

反映した可能性が窺えるが，中心となるのは後者である。

以上の点から上黒岩遺跡の有茎尖頭器の特徴は，その大きさにおいて大中小と３分できるものの，

茎部長は幅の半分に満たず，有茎尖頭器の大中小に対応しない。むしろ茎部に関しては均質的とい

える。これは一つには尖端を含む刃部破損に伴う再生も関わっていることが予想される。例えば尖

端の位置が片側にずれた例，あるいは尖端直下に緩い肩部がみられる例にその可能性がある。この

ような場合でも上黒岩遺跡のうち４３２を除く大型例が中型例の元の大きさであるとは考えにくい。

４３２を除く大型例の石材は無斑晶質安山岩やサヌカイトであって，中型の主要石材であるチャート，

赤色硅質岩などで大型例の製作を推定させるような大きさの未成品や成品が存在しないからである。

逆にいえばチャートや赤色硅質岩など，原石の大きさから有茎尖頭器の大型例を作れないため，こ

れをその他の石材で作り，再生に係る例については中型でも大きい事例が元の大きさと推定する。

したがって上黒岩遺跡における有茎尖頭器は使用対象物・使用方法の違いに係わる極少量の大型例

と使用・消耗率の高い中型例に作り分けたと考える。

４ 有茎尖頭器の分布

これまで述べたように西南日本の有茎尖頭器にも形態の変異が窺える。特に茎部の作出と茎部

長・茎部幅の大きさは，Ａ群：上黒岩・柳又・不動ヶ岩屋例は概ね類似し，Ｂ群：大阪・徳島・高

知と愛媛の海岸部例の多くは刃部長・茎部長が際立った長さを持つ細身例で共通する。こうした有

茎尖頭器は西南日本の中でどのような分布と位置を示すのか，他遺跡と較べたい（図２７１）。

全長や長幅比率でやや傾向の異なる上黒岩遺跡・不動ヶ岩屋洞穴・柳又遺跡の有茎尖頭器である

が，大阪・徳島・高知・愛媛の例に較べると計測値が重なる部分が多い。また茎部幅に対する茎部

長の比率についても計測値が重なる部分が多い。そこで上黒岩遺跡の有茎尖頭器の典型的な例とし

て茎部が幅広で短い特徴が挙げられるが，これに近い形態を示す例としては管見にふれた限り以下

の事例がある。九州では熊本県古閑北遺跡例がある［野田・濱田１９９９］。四国の例としては徳島県シ

ンヤマ遺跡・同県大谷遺跡，高知県森駄馬遺跡がある［兵頭２００７］。近畿・東海地方では兵庫県国

領遺跡，同県荒田神社裏遺跡，大阪府神光寺（蓮池）遺跡，奈良県ゼニヤクボ遺跡，岐阜県岡前遺

跡，同県中野山越遺跡，愛知県品野西遺跡がある［中村編２００２］。中部高地では柳又遺跡のほか，

長野県西又�遺跡［戸前１９６９，小林編１９８９］，同県小馬背遺跡［小林編１９８９］である。こうした上黒

岩遺跡の有茎尖頭器に近縁な例が見つかった遺跡数は少ないものの中部高地から熊本県まで分布し

ている。このような広域分布からみると多田仁が言う四国におけるローカルな分布の違いはさほど

問題とするものではないだろう［多田１９９７］。

前述した関西縄文研究会による集成では，福井・岐阜・愛知・三重・奈良・京都・和歌山・兵庫

の有茎尖頭器約７００例の中には長さに対する幅が２０％以上４０％までの例が，約３００例以上あった。

これら以外にも本稿で分析対象とした大阪・徳島・高知・愛媛の有茎尖頭器（表５１）の最大長の領
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域より短い５．５cm以下の事例も多いが，長さに対する幅の比率や茎部幅に対する茎部長の比率で

は変わらない。これらを以後，長原系の有茎尖頭器と簡潔に呼ぶことに
（５）

する。おそらく上黒岩遺跡

や柳又遺跡における３cmまでの小型と６cmまでの中型の部分に対応する例が一定量含まれている

のだろう。これについては近年，岡山県大河内遺跡で見つかった縄文時代草創期の一括資料にも大

型の有茎尖頭器とは別に中・小型の事例も含まれている［岡山県教育委員会２００８］。ただし大河内遺

跡の小型例は長さに対する幅がかなり大きく，上黒岩遺跡例に近いが，茎部幅に対する茎部長の比

率は上黒岩と違って大きい。おそらく石鏃として用いられた可能性が高い。

以上，東海地方西部・中部高地・近畿・北陸南部・中国・四国の有茎尖頭器について極めて大雑

把に概観した。重要なのは柳又遺跡や上黒岩遺跡で特徴的な有茎尖頭器が見つかった遺跡が１３遺

跡に留まることにある。かつて上黒岩遺跡の有茎尖頭器は柳又遺跡の事例とともに「柳又型有舌尖

頭器」・「柳又ポイント」あるいは「柳又・上黒岩型」の有茎尖頭器とも呼ばれ［芹沢１９６６］，九州

を除く西南日本に広がる有茎尖頭器として知られていた。そして有茎尖頭器は西南日本の「柳又型」，

東北日本の「小瀬ヶ沢型」，北海道の「立川型」の分布から「地域色」を示すと理解されていた経

緯がある。今回の検討から上黒岩遺跡や柳又遺跡などの有茎尖頭器に近縁な一群は西南日本に広く

分布するが散発的であり，遺跡数も極少数に過ぎない事実もある。むしろ本論で検討した長原系の

図２７１ 西南日本有茎尖頭器出土遺跡［土江１９９３，多田１９９２，中村２００２］
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有茎尖頭器に観察されるような長さに対し幅の比率が狭く，茎部幅に対し茎部長もかなりある例が

西南日本に広く分布していたことになる。またそれらに斜状平行剥離などの平行剥離を施した有茎

尖頭器の多いことが重要である。

本州の有茎尖頭器の起源には様々な意見がある。長者久保・神子柴文化期以降，隆起線文土器以

前の段階に槍先形尖頭器の段階があり，東京都前田耕地遺跡・神奈川県長堀北遺跡などで土器を伴

うことが分かっている。この段階に概ね並行する新潟県中林遺跡や同県本ノ木遺跡には明らかに茎

部を意図した最古の有茎尖頭器がある。これらは中林・本ノ木以前から存在した槍先形尖頭器の製

作技術を受継ぎ，未発達な茎部を作出したものである。これらの有茎尖頭器は形態的に既に完成さ

れた北海道における立川系有茎尖頭器の直接的な影響を受けたと考えるには形態的・文化的・地理

的な繋がりが隔絶している。しかし立川系有茎尖頭器は茎部周縁を磨り潰すことで知られるが，こ

れと同じ技術が中林遺跡の有茎尖頭器の一部にみられるようである［芹沢１９６６］。この中林におけ

る磨り潰し技術の起源は多元説で説明するより，北海道での有茎尖頭器製作技術の情報が分解され

て伝わったことにともなうと考えたい。おそらく中林遺跡・本ノ木遺跡の有茎尖頭器の系譜を引く

のが，これまで述べてきた有茎尖頭器であり，隆起線文土器・爪形文土器と同時期と考えられる。

この隆起線文土器に伴ってからの有茎尖頭器の分布については，中部高地（長野県）から西南日

本の広い範囲における分布の把握をした土江伸明と光石鳴巳の仕事がある［土江１９９３，光石２００５］。

これをみると濃尾平野付近から近畿地方にかけて特に有茎尖頭器が密集分布する地域が散見され，

中四国の東半部・中部高地にも一定量分布している。この他，東海東部から関東にかけても発掘等

で多くの事例が蓄積されている。これらの地域の外側では有茎尖頭器の分布が著しく希薄となって

いる。特に北陸・東北地域では２０００年の日本考古学協会鹿児島大会の折の集成では，関東３９箇所，

中部高地（山梨）１箇所，新潟県小瀬ヶ沢洞窟等，北陸北部（新潟）が３箇所，東北０箇所と散漫

とした分布に留まっている［牛ノ浜ほか編２０００］。このうち東北地方の地名表を作成したのは鹿児島

の牛ノ浜修であるから情報収集量の点で割り引いて考えねばならないが，概ね実態を反映している

と考える。東北での分布からすると，本州において有茎尖頭器が発達・展開する隆起線文土器出現

以降の事例と北海道の立川系有茎尖頭器とは直接の関係はないと考える。また土江伸明は有茎尖頭

器の分布疎密について，分布の多い近畿・濃尾平野周辺に対して，分布の少ない地域は，九州細石

刃文化など西方的要素の分布拡大にその背景を読みとる。これについては中国・四国における九州

的細石刃文化の実態を論証していないことと，北陸・東北に少ないことの説明がなく具体性を欠く。

また有茎尖頭器の分布が濃尾平野で発達し，段階的に拡大したという点は，発掘資料で得られた一

括資料に基づく型式学的な有茎尖頭器編年に立脚していないため，妥当な解釈かどうか判断できな

い。筆者としては既に上黒岩遺跡・柳又遺跡など隆起線文土器段階古相の有茎尖頭器が広く分布し

ているので，両遺跡を位置づけた上での解釈が必要であると考える。

（５）有茎尖頭器に用いた石材―上黒岩遺跡と周辺遺跡―

石器の石材については前述したが，ここでは有茎尖頭器に関する各層の堆積が非常に短期間に堆

積したことが判明していることと，層位的に明確な傾向がないことから一括してその石材利用を詳

しく観察し，周辺遺跡と比べてみたい。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 154集 2009年 9月

464



上黒岩遺跡の有茎尖頭器・同未成品１０８点の石材として選択された石は以下のとおりである（図

２７２）。サヌカイト：６点（５．５％），推定金山産サヌカイト：４点（３．７％），無斑晶質ガラス質安山

岩：１点（０．９％），緻密質安産岩：１点（０．９％），安山岩質凝灰岩：１点（０．９％），赤色硅質岩：４０

点（３７％），硅質頁岩：１０点（９．２％），チャート：１９点（１７．６％），頁岩：３点（２．７％），硬質砂岩：

１点（０．９％），無斑晶質安山岩：１８点（１６．６％），不明４点（３．７％）。石材のうちサヌカイト，推定

金山産サヌカイト，無斑晶質ガラス質安山岩，緻密質安産岩，安山岩質凝灰岩は断口が黒色で質的

に大差がなく，明確に区分できないものが多いほか，全部併せても１１．９％を占めるに過ぎない。

これらの多くは香川県地域や広島県地域での産出に由来する遠隔地の石材と推定するが，上黒岩

遺跡の近隣での産出が推定される例も僅かに含む。上黒岩遺跡において有茎尖頭器が出土する６

層・７層・９層における遠隔地石材の搬入については明確でないが，石器・石材組成を見ると原石

からの剥片剥離作業を頻繁に行った状況は窺えない。せいぜい有茎尖頭器等のメンテナンス程度の

小剥離作業が可能性として残るに過ぎない。赤色硅質岩は２５点で全体の４０．３％を占めている。

有茎尖頭器の石材として最も多く選択したのは赤色硅質岩である。赤色硅質岩は久万川に河床礫

として点在するが，せいぜい長さ１５cm～２０cm，幅・厚１０cmまでの赤色硅質岩が多く，剥片剥

離，素材の作出を経て大形の石箆を作れるような石材ではない。実際に石箆の石材としては大半が

無斑晶質安山岩であるのに対し，赤色硅質岩の利用は極めて少ないものになっている。しかし赤色

硅質岩の利用率を石鏃・槍先尖頭器・有茎尖頭器など狩猟具に限っていえば，７層が３３％，Ｂ区

９層が５２％，Ｃ区９層２１．４２％，Ｃ区９�層４４％，Ｃ区９�層２５％，Ｃ区９�層４０％，Ｄ区９層

２６．３％と圧倒する量ではないが，やや多い傾向が窺える。また赤色硅質岩に限った利用状況につ

いて石核・剥片を除いた傾向をみると，７層は１１例中の７点（６３．６％），Ｂ区９層は１５例中の１０

点（６６．６％），Ｃ区９層は２３例中の１３点（５６．５％），Ｄ区９層は５例中の４点（８０％）が有茎尖頭器・

同未成品である。これを総合すると赤色硅質岩を石材とした５４例中の３４点（６３％）が有茎尖頭器・

同未成品で占められている状況である。このように赤色硅質岩に対する石材入手，剥片剥離，石器

製作の工程とはほぼ有茎尖頭器の製作を主眼に置いたものと理解できる。その他の石器類について

の比率は安定した傾向を示さず，むしろ有茎尖頭器の製作系において生産された副次的な剥片・素

材の利用にかかるものといえる。

これまで述べた赤色硅質岩と，硅質頁岩・チャート・頁岩・硬質砂岩・無斑晶質安山岩は比較的

簡単に近くの久万川で見かけることのできる岩石で，近隣産の石材といえる。このなかで赤色硅質

岩に次いで高い石材利用が窺えるのが硅質頁岩，チャート，無斑晶質安山岩である。無斑晶質安山

岩は一定の大きさが必要な石篦の石材として最も多用された石材で，有茎尖頭器の石材としては大

形の有茎尖頭器の未成品に用いられる。また製作技術的にはソフトハンマーの直接打撃による調整

加工で，未成品段階においては石篦との区別は容易でない。特に無斑晶質安山岩については石篦の

製作系において生産された剥片・素材を調整加工の最終段階において有茎尖頭器の製作に切り替え

た例がそれにあたる。硅質頁岩は質観がチャートによく似ており，二種類を併せると２７％に上る。

やはり赤色硅質岩にしろ，硅質頁岩・チャートにしろ，硅質成分の多い石を多用する傾向がある。

次に四国の海岸部に対面した平野部で見つかった有茎尖頭器の石材について一括して観察する。

一つの遺跡で多量の有茎尖頭器が出土・採集された事例はなく［天羽１９７６，多田１９９７］，有茎尖頭
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器２７点の石材として選択された石は以下のとおりである（図２７３）。

サヌカイト：１８点，赤色硅質岩：１点，チャート：８点

サヌカイトは香川県・徳島県に多く，愛媛県の平野部から島嶼部にかけても一定量分布する。こ

れはサヌカイトを産出する国分台や金山付近が距離的に近いということと，地理的に険しい自然障

壁もないことから平野沿いのルートを利用した可能性が高いことを示すと考える。しかし南予と呼

ばれる豊後水道に対面する愛媛県南西部の大超寺奥遺跡［多田１９９７］や高知県宮地遺跡・同県手結

山遺跡［岡本１９８９］でもサヌカイトを石材とした有茎尖頭器が分布する。こうしたサヌカイトを石

材とした有茎尖頭器は上黒岩遺跡の事例に比べて大形で斜状平行剥離を施した例が多い。これらは

前章で長原系の有茎尖頭器としたうち香川県・愛媛県・高知県の事例に相当する。

上黒岩周辺で産出する赤色硅質岩の石材利用は久万川流域を中心とした小範囲であるが，松山平

野東部に位置する愛媛県保免遺跡にも赤色硅質岩の有茎尖頭器が１例ある。松山平野の南には肱川

流域に属する神南山があって，赤色硅質岩の路頭が存在する［沖野１９９８］。この肱川流域の赤色硅

図２７２ 上黒岩遺跡有茎尖頭器の石材

図２７３ 四国海岸部周辺有茎尖頭器の石材
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質岩は紫の色調が強く，粘板岩に近い質感の石であるが，赤色度が強く硅質成分も多い上黒岩遺跡

周辺産の赤色硅質岩とは明らかに違う。保免遺跡の事例が肱川系，上黒岩系のいずれの地域から運

ばれた石なのか，上黒岩周辺の赤色硅質岩の分布を押さえる意味でその帰趨は重要である。

チャートは８点あり，１点は高知県四万十川流域の森駄馬遺跡［木村１９８５］，残りは仁淀川中流

域の不動ヶ岩屋洞穴の事例である［岡本・片岡１９６７］。不動ヶ岩洞穴周辺は秩父累帯南帯に含まれ，

チャートを豊富に産出する。不動ヶ岩屋洞穴では極僅かな姫島産黒曜石やサヌカイトを含むが，全

量に近い石器類がチャートである。不動ヶ岩屋洞穴からは縄文時代草創期だけでなく早期の押型文

土器も出土するので，時期を違えても剥片石器の石材としてチャートに依拠していたことになる。

上黒岩遺跡にもまとまった量のチャートや硅質頁岩を用いている。山深い四国山地内の上黒岩遺跡

が厳冬期を除く季節的なワークキャンプとすれば，下流域との関係がまず推測される。久万川・面

河川の本流である仁淀川中流にある不動ヶ岩屋洞穴方面のチャートを搬入した可能性も高い。

（６）西南日本における狩猟具の変遷

西南日本における有茎尖頭器は，細かい差異はあるが上黒岩遺跡・柳又のグループと本論で検討

した長原系の有茎尖頭器で代表されるグループに２区分できた。こうした区分が単なる地域差でな

いことはその分布からみて明らかである。したがって両グループは新旧の様相に係わる違いといえ

る。そこで有茎尖頭器とその共伴遺物から変化の方向性を考えようと思う。

１群：上黒岩遺跡 上黒岩遺跡の有茎尖頭器と共伴する土器について大塚達郎は一帯多条型で

垂下する隆起線文土器で１期新段階に位置づけ［大塚１９８９］，小林謙一も本遺跡の隆起線文土器と

愛媛県穴神洞穴にみられる横走する多条隆線の土器を比較し，前者が古相で後者が新相であるとし

た［小林２００８］。このように上黒岩の土器は隆起線文土器のなかでは古く位置づけられた。９層出

土土器の炭素年代は１２，４２０±６０BP（MT C―０４３１２）と１２，５３０±４０BP（Bet a―２０１２６０）の数値で，較

正年代では１２，９００―１２，２００と１３，０５０―１２，４５０の数値が出ている。上黒岩と近縁な有茎尖頭器が出土

した遺跡として，長野県柳又遺跡［樋口・森島・小林１９６５］，小馬背遺跡・同県西又�遺跡がある［小

林１９８９］。これらの遺跡から出土した土器は少なくとも微隆起線文土器や多くの隆線文が横走する

多条隆線文土器例ではなく，より古相の土器と考えられる。上黒岩遺跡の有茎尖頭器は長さが６

cm以内の中形が主体で，上述してきたように長幅から寸詰まりをした形態である。また茎部は幅

広で茎部長が著しく短かくなっており，やや細長で大形の例は少量であった。草創期文化層（６

層・７層・９層）から有茎尖頭器が６３点出土しているが，石鏃は極少量にすぎない。狩猟具として

は未知の骨角製狩猟具を除き有茎尖頭器を着装した槍が主体であったといえる。石鏃を装着した矢

を弓に番えて用いる弓矢猟は存在していたものの，数量からすればせいぜい試行期間であったとい

える。兵庫県の国領遺跡からも柳又・上黒岩系の有茎尖頭器が５点出土し，石鏃は１点しか出土し

ていない［村上・久保編１９９１］。この他，尖頭器とされるもの３点，同未成品とされるもの１９点が

あるが，上黒岩遺跡における石篦とみなせる石器やその破損品も多い。

２群：桐山和田遺跡 奈良県桐山和田遺跡では多条の隆起線文土器と横走隆起線文土器間に垂

下隆起線文を付加した土器が出土している。前者は上黒岩遺跡の隆起線文土器よりは新相と考える

が，垂下した隆起線文土器は近い時期か。この遺跡からは有茎尖頭器が８点出土しており，説明の
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都合上A１・A２・A３・B１・B２に分類した。２例は上黒岩遺跡例に酷似し，２．２０cmと２．７５cm

のやや細長の小形有茎尖頭器である（A１類：遺物番号４０７４・３５７７）。長さに対する幅が大きくずん

ぐりした有茎尖頭器は（A２類：遺物番号３１７９・３３１４），上黒岩遺跡の有茎尖頭器を縮小した形であ

る。もう１例は茎部幅が最大幅（基部変換点）の３８．２％しかない有茎尖頭器である（A３類：遺物

番号３６００）。以上の５点は石鏃の用途が推定される小形例である。残りの３例は大形の有茎尖頭器

である。うち１例の基部形態は茎部長が幅広で，茎部長が著しく短い上黒岩遺跡の例に酷似するが，

かなり破損しているものの幅に対する長さは推定で３倍近くなると予想する（B１類：資料番号

３３６２）。残りの２点は長原系の大形有茎尖頭器である（B２類：２２０８・２１５３）。

A１類・A２類の有茎尖頭器の特徴は２例とも茎部の突出が０．１cm前後しかなく，茎部の退行的

型式変化によってその意味を既に失った所謂「痕跡器官」といえる。茎部形態からすれば柳又遺跡・

上黒岩遺跡の有茎尖頭器の系譜（以後，柳又・上黒岩系）を引くと考えるが，A１類については刃部

（身部）長が長く発達しており，平基式石鏃化している。A２類は，これまで検討してきた長原系

の大形有茎尖頭器を縮小した形態であって，「花見山型石鏃」と同様な意味で有茎式石鏃への転用

を示す例と考える。B１類の茎部もかなり退行しているが，茎部は柳又・上黒岩系の系譜が窺える

ものの，発達した刃部（身部）はB２類の影響うけたのだろう。そのためかB２類の有茎尖頭器に

多い平行剥離が僅かに窺える。B２類は長原系の大形有茎尖頭器そのものであり，明らかに斜状平

行剥離を志向したことが窺える。桐山和田遺跡の石鏃のなかには有茎尖頭器の影響を受けた例だけ

でなく，膨大な石鏃が含まれており，松田真一は狩猟具の主体が石鏃であることを述べている［松

田編２００２］。松田が縄文時代草創期の石鏃と認定した例は３５９点ある（A１類１０８点，A２類５８点，

C１類６点，C３類４２点，C４類９点，C５類１０点，C６類２０点，E２類９２点，E５類５点，F１類２点，

F４類７点）。このうち松田分類のA１類・A２類は二等辺三角形か，それに近い例である。またC１

類は縄文時代草創期の爪形文土器段階に特徴的な長脚鏃であり，桐山和田遺跡の隆起線文土器は爪

形文土器段階に近い時期の例を含んでいる可能性が高い。まとめると桐山和田遺跡では上黒岩遺跡

に近い例と後出する隆起線文土器が出土し，これに長原系の大形有茎尖頭器，柳又・上黒岩系の有

茎尖頭器の影響とその退行を示す石鏃や大形有茎尖頭器が存在する。また狩猟具の主体は石鏃にあ

り，有茎尖頭器は補完的である。

近年発見された岡山県大河内遺跡例は２群に該当すると考える。大河内の内容は長原系の大形有

茎尖頭器が１点と，中・小形の有茎尖頭器が１２点，「尖頭器」とされた有茎尖頭器の破損例が１０

例，小形の尖頭器が１例，石鏃が４０例からなる［岡山県教育委員会２００８］。小形の有茎尖頭器はそ

の大きさから石鏃と推定される。石鏃は完成度の高い平基式と抉りの深い凹基式である。これらの

数量から，弓矢を用いた狩猟が主であったことがわかる。

３群：その他の遺跡 奈良県上津大片刈遺跡の概要によると縄文時代草創期の爪形文土器とと

もに長原系の大形有茎尖頭器が出土しており，その器面調整は斜状平行剥離である［中村編２００２］。

また岐阜県椛の湖遺跡１文化層［原・紅村１９７５］では縄文時代草創期の爪形文土器とともに長原系

の大形有茎尖頭器が数点出土しているが，うち１点は斜状平行剥離による器面調整である。椛の湖

遺跡第１文化層からは長脚鏃を含む石鏃が１１例出土しており，主要な狩猟具であったことが窺え

る。また福井県鳥浜貝塚の爪形文・押圧文土器文化層には有茎尖頭器が見つかっておらず，１１点
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の石鏃と１点の尖頭器が出土している。

変遷 以上，有茎尖頭器にともなう土器と狩猟具のあり方を概観した。狩猟具の装備を整理する

と１群は極少量の石鏃と少量の大形・小形の有茎尖頭器・尖頭器，及び多量の中形有茎尖頭器とな

る。２群は多量の石鏃がともない，大形の有茎尖頭器を主体とするが組成的には少量である。３群

も２群と同様であるが，有茎尖頭器を含まない場合も多い。すなわち土器の新旧から大雑把に１

群：上黒岩遺跡，２群：桐山和田遺跡，３群：上津大片刈遺跡・椛の湖遺跡１文化層の順に変遷す

ると考える。有茎尖頭器では柳又・上黒岩系から大阪・徳島・高知・愛媛・濃尾平野周辺に通有な

長原系への変化の方向性を示していることになる。また３群の段階は有茎尖頭器を欠く遺跡が多く，

概ね弓矢（石鏃）を主体とし補助的に槍先形尖頭器を用いる狩猟装備に転換したことを物語ってい

る。そこで有茎尖頭器の型式学的な理解であるが，２群の桐山和田遺跡では茎部形態に柳又・上黒

岩系や長原・安養寺系の有茎尖頭器の面影を残す石鏃が含まれている。特に柳又・上黒岩系の面影

を残す石鏃は柳又遺跡や上黒岩遺跡にも例がないほど茎部が退行した特徴を有している。また桐山

和田遺跡で柳又・上黒岩系の系譜を引く有茎尖頭器にしても茎部が退行するが，逆に長原系の有茎

尖頭器の影響を受けたのか刃部（身部）が長大化する。このように桐山和田遺跡における柳又・上

黒岩系有茎尖頭器や関連する石鏃は型式学的変化と組成上の変化は１群から２群への変化を示して

いるといえる。その一方で１群段階の上黒岩や２群段階の桐山和田などで小型の有茎尖頭器が見つ

かっており，有茎尖頭器からから弓矢（石鏃）に狩猟具が分化していく組列のなかで説明されてき

た［木村１９８５］。しかし１群段階の上黒岩で形態的に完成した石鏃が出土するだけでなく，１群→

２群→３群という有茎尖頭器石器群における組成の変遷過程の各時期に小型有茎尖頭器と石鏃が伴

出している。こうした伴出関係から小型の有茎尖頭器が石鏃への分化を示すものとは考えにくく，

草創期という移行期において形態的に完成された石鏃とは別に用途的・機能的に似た有茎尖頭器の

形を模倣，または借用した場合があったと考えられる。

狩猟具の変遷と分布にみる意味 これまで近畿地方では細石刃文化や長者久保・神子柴文化の並

行期に遺跡が希薄なことから光石鳴巳は前時期の様相が残るという考え方で説明していた［光石

２００５］。縄文時代草創期においても遺跡が集中する場所・希薄な場所が日本各地にある。こうした

違いは何を意味するのだろうか。

上述した高橋敦，土江伸明，多田仁，光石鳴巳と関西縄文研究会による有茎尖頭器の地名表・分

布図・集成図を参考にすると，西南日本における有茎尖頭器は濃尾平野・高山盆地周辺・志摩半

島・大阪平野周辺で特に集中し，他は若干の集中場所と散漫な分布域を形成している。集成図に示

された約７５０例あまりの有茎尖頭器の多くが２群または３群段階の長原系有茎尖頭器と考えられ，

その大半は単発的に採集された有茎尖頭器である。また散漫な分布地域は，北陸北部から東北地方

にかけて，一部の遺跡を除きほとんど有茎尖頭器が分布しない傾向と共通する。ともかく概算で約

７５０例あまりの約４０％近くに斜状平行剥離や平行剥離が認められる。概ねこうした分布の疎密は

２群段階に盛行期を迎えるなかで形成されたことが分かる。

今，濃尾平野周辺・近畿地方周辺地域での有茎尖頭器の分布が多いことの仮説を挙げると，仮説

１：２群段階の集落の増加。この場合は石鏃等の狩猟具を含めた生活物資が残存することになる。

仮説２：２群段階の集落存続期間が長期になった場合。仮説３：狩猟活動に伴う場合。
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仮説２の問題として，１遺跡あたりの有茎尖頭器は１，２点であり，長期の集落継続と結びつか

ない。また中国・四国地方西部や北陸北部（石川・富山・新潟）・東北地方で有茎尖頭器の分布が希

薄なことの説明にはなら
（６）

ない。仮説３は狩猟活動に伴って狩猟具（石鏃・有茎尖頭器）が遊離し，

当時のハンターによって回収されなかったことを意味する。しかも猟場であるため，遺物は少量の

狩猟具にほぼ限定される。有茎尖頭器の分布が多い地域の成立理由として仮説１と仮説３が残るが，

近畿各県の発掘調査で単発的に有茎尖頭器が出土した事例では，桐山和田遺跡のような集落遺跡の

存在が窺えず，むしろ少数であることから仮説１も根拠として弱い。筆者としては桐山和田遺跡の

ような集落遺跡を中心拠点に弓矢（石鏃）を狩猟装備の主体とし，有茎尖頭器を補助的に併用した

狩猟活動を周辺地域の猟場で展開した結果であると考える。桐山和田遺跡など少数の遺跡を除き石

鏃が少ないのは有茎尖頭器が石鏃に比べ大きいことから見つけられ，かつ縄文時代草創期と所属時

期を特定しやすいことから提示された可能性もある。したがって仮説３の可能性が残る。

ただし仮説３の場合も中国・四国地方西部や北陸北部・東北地方で有茎尖頭器の分布が希薄であ

る現状との対比という点で問題は残る。仮説３の場合ではなぜ狩猟活動にともなう場合とそうでな

い地域が生じたのかということになろう。仮設３を考える上で参考になるのが縄文時代草創期の拠

点的遺跡として知られる山形県日向洞窟の事例である。日向では狩猟具だけで９８１点（石鏃５４９点・

槍先形尖頭器４２８点・有茎尖頭器４点）もあるが［佐川・鈴木編２００６］，有茎尖頭器は０．４％にしか過

ぎない。その有茎尖頭器自体も石鏃化した例である。日向の事例から考えると２段階以降，弓矢を

主体としつつ少量の有茎尖頭器を補助具とした西南日本地域（北陸南部・東海西部・近畿・中国東

半・四国東半地域や時期的に並行する関東・中部高地・東海東部）と，ほぼ石鏃と槍先形尖頭器に取っ

て代わられた東北日本地域（北陸北部・東北）の様相が浮かび上がる。問題は西南地域の場合，有

茎尖頭器であるから縄文時代草創期と認識できたのであるが，東北地域では仮説３の場合において

一部を除き石鏃や尖頭器が単独採集されても草創期と判定するのは困難な点にある。

以上のような問題を内包しながらも有茎尖頭器が東海西部・近畿・中国東半の広い範囲で疎密分

布を形成するのは２群段階以降に長原系の有茎尖頭器や弓矢からなる狩猟が行われた結果と考えた

い。その理由として桐山和田遺跡の事例から大量の矢（石鏃）が用いられたことが傍証となる。東

海西部・近畿にも有茎尖頭器の分布が局所的に希薄な場所があるが，この場合は猟場として好条件

をもっていなかったことが想定される。一方，北陸・東北など２群並行段階における有茎尖頭器を

小量しか使わない狩猟装備に係る地域差を現すと考えられ，本来多くの遺跡があったのではないだ

ろうか。

以上のように，有茎尖頭器が希薄な地域にも本来的に石鏃を多用した遺跡が多くあり，考古学的

に把握できない狩猟具の違いであった。いずれにしても有茎尖頭器の有無は狩猟装備や猟場の違い

を物語っている可能性が高い。

３ 上黒岩遺跡の石篦

（１）「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」に関する研究の経緯と問題の所在

上黒岩遺跡の９層出土の石器に「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」と報告された石器がある。江坂
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輝彌は「上層出土の有舌尖頭器と下層出土の有舌尖頭器には多少形に相違があるらしい。また杏仁

状尖頭器は下層に多いようであった。」と述べている［江坂１９６２］。更に「第
層からはアンズ状の

尖頭器…」～「チャート製の尖頭器は，基部を両面から研磨し，基部に鋭い刃がついている。」と

して写真を提示している［江坂・岡本・西田１９６７］。江坂等が提示した写真の遺物は本論中の遺物番

号４４３と４４６で，いずれも下端が半円形で上端，先細りであるが尖鋭ではない。また江坂は

「チャート製の尖頭器」とするが，刃部は半円形で研磨した下端にあると認識していた。

１９７２年，鈴木道之助は上黒岩の層位と遺物の分析から，槍・投槍→槍・投槍・弓矢→弓矢とい

う狩猟具の変遷を説明した。鈴木による立論の前提は次のとおりである。�Ａ区７層とBC・Ｄ区

９層は上下関係にあり，異なる文化層として把握できる。�９層には石鏃がなく，７層にはそれが

ある。�「木葉形尖頭器」は槍である。そのうえで鈴木は狩猟具の長幅・重量などの分布領域がそ

れぞれ違うので，使用方法も異なると考えた。すなわち６層：弓矢（石鏃），７層：弓矢（石鏃）・

投槍（有茎尖頭器）・槍（突槍）・弓矢（石鏃），９層：投槍（有茎尖頭器）・槍（突槍）という狩猟具

の変遷を示した［鈴木１９７２．１２］。これに対する宮下憲司の批判があった。宮下は鈴木が上黒岩遺

跡の事例をもって日本における普遍的な狩猟具の変遷として提示したことを批判した［宮下１９７５］。

しかし鈴木道之助の分析が，かつて佐原真が紫雲出山遺跡で行なった石鏃の分析を想起させる分

かりやすいグラフを用いていただけでなく，層位的に狩猟具の変遷過程が一目瞭然の美しい研究で

あったことから多くの研究者が引用してきた［佐原１９８７，佐々木１９９１］。

１９９２・１９９３年頃から愛媛県美川村（現久万高原町）の上黒岩遺跡考古館で筆者は細々と石器の実

測図作成作業を行ってきたが，展示資料の中に一定程度の重量と長さ・幅がある「木葉形尖頭器・

杏仁形尖頭器」のないことが気になった。２００３年５月１１日には慶應大學三田校舎の収蔵庫で上黒

岩遺跡の石器類を実測したが，有茎尖頭器はあるものの，やはり「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」

を見ることができなかった。２００４年から始まった歴博の報告書作成プロジェクトにおいても「木

葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」を意識的に探索した。このときの調査でも，若干の柳葉形尖頭器の破

損品が数例と，全長５cm以内に満たない小形の木葉形尖頭器を抽出したに過ぎない（５７・２９３・

２９４・３１５・３８１）。これらは大きさや重量から鈴木道之助が検討した資料からはほど遠いもので，し

かも数量があまりにも少なすぎる点が気になった。また，当時の日誌に頻繁に「ポイント」・「尖頭

器」と記載されていたことが不思議に思った。整理作業が進み，遺物袋の中に「鈴木道之助抽出資

料」と付記された札や，「ポイント」と記された札があったことから鈴木や江坂が水滴形・撥形の

両面調整石器を「木葉形尖頭器」と考えていたことがわかった。また『石器の基礎知識』�という

鈴木の著作に掲載された写真を参考にすると［鈴木１９９１］，基部が半円形になるものを「木葉形尖

頭器」と称していたことが窺えるし，江坂が日本の洞穴遺跡の図版に示した写真とも符合
（７）

する。し

たがって江坂や鈴木によって「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」された例について，神子柴遺跡・馬

場平遺跡・下茂内遺跡で出土した両端の尖った両面調整の尖頭器とは平面形態が全く異なるものと

いう事ができる。

今，鈴木道之助の論文に見られる問題を挙げると以下のようになる。

１．検証することが極めて困難な点にあると考える。具体的には鈴木の論文で法量を記したグラ

フが多用されているが，実測図の提示や遺物番号が記されていないため照合できない。
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２．１に繋がることでもあるが，有茎尖頭器や「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」とされた例の多

くが破損しており，破損品からどのような復元値を出したか不明である。

以上の問題を内包していたのであるが，これまで鈴木道之助の論を肯定的に引用する場合，鈴木

のデータを信じることが前提であった。上述したように鈴木論文に批判的な論文もあったが，１・

２に係る批判ではなく，上黒岩遺跡のデータに立脚した立論を鈴木が普遍化したことに対する高次

の批判であった。

（２）「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」とされた例について

筆者は冒頭で記したように１９９２・１９９３年頃から近年に至るまで上黒岩遺跡の遺物に接し，「木葉

形尖頭器・杏仁形尖頭器」を気にかけていたが，その実態に気がつくことができなかった。江坂輝

彌・鈴木道之助が「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」と分類していた例は，筆者自身も多く見ていた

器種であった。それは江坂・鈴木が「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」と分類した例を筆者が木葉形

尖頭器・杏仁形尖頭器という尖頭器類として分類できなかったという点につきる。

尖頭器類として認識できなかった理由はなぜか。結論を言えば江坂・鈴木が「木葉形尖頭器・杏

仁形尖頭器」と認識した例を，筆者は石篦や有茎尖頭器の未成品と分類していたからである。その

理由について以下に記すことにしたい。

有茎尖頭器の未成品と考えた例は改めて図示はしないが，未成品のうち共通して下端が半円形を

呈する例である。小形例については以下の特徴がある。１ 斜状平行剥離や平行剥離・その他押圧

剥離の観察できる例（３３８・５０６）。２ 器体が有茎尖頭器に近い薄さと長幅である（４３７・５０７）。３

石篦と違って下端の加工はあまり入念ではない。４ 上端が尖り気味の例が多い。茎部作出の意

図が窺える（３３９・４３６・４６６・５０７・５０８）。５ 器体の全域に入念な加工を施した例がなく，どこか中

途半端な加工に留まる（３３９）。大形の未成品はソフトハンマーによる直接打撃のままの例，また下

端に茎部作出の意図が窺える例や上端に尖端作出の意図が窺える例である（８２・１５９・１６０）。以上は

有茎尖頭器の未成品と考えた「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」の特徴である。

石篦については「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」と認識されていた例のうち有茎尖頭器の未成品

を除く例にも幾つかの変異があるが，最も典型的な形態は上端がやや先細りで，下端が下膨れとな

る撥形～水滴形となる（図２７４―６・７）。江坂輝彌らが『日本の洞穴遺跡』の写真図版に提示した

資料もこれにあたる。この他，いくつかの変異があるが，型式として安定したものではなく典型例

を中心とした変異幅を示していると考える。調整はいずれもソフトハンマーを用いた直接打撃に

よって両面を調整し，その後，周縁部に細部調整を施している。これらの成品の特徴は，上端があ

まり尖らない鈍角で，その一方で下端側を入念な半円形に調整加工している点にある。上端周辺に

は細部調整を施しながらも尖鋭さを欠く例や（図２７４―１・２・３・６・７），上端直下の両側縁が外

側へ張る例も多い（図２７４―１・２・７）。下端への入念な半円形細部調整加工は表裏両面側に行われ，

両刃状の縦断面を呈している。したがって，上端は「木葉形尖頭器」における尖端ではなく石篦の

基部であり，下端は基部でなく石篦の刃部と考える。形態の特徴は石斧や東北地方に多い「石篦」

との共通点が多い。石斧にしては薄く小さい例も存在するので以後石篦と称する。

石篦の中には形態的にイレギュラーな例もある。長さと幅の比率がかなり近く，上端が水平，下

端が半円形を呈し，調整は表裏両面に加えられた例である（図２７４―５）。提示した例は基部が水平
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図２７４ 石篦の破損品と成品
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で礫面を残し，長さ３．２５cmしかないので有茎尖頭器等の未成品ではない。したがって当初から半

円形部分を刃部とする器種を製作したことが判る例である。

なお江坂輝彌が「チャート製の尖頭器」と報告した例は下端側に近い部分を研磨しており，局部

磨製石斧に分類される例である。この例は長さ６．１cm・幅２．３cm・厚さ１．１cmの大きさしかな

い小形の石斧であるため，樹木の伐採用ではなく，工具と考える。この石斧が磨かれていることを

除けば石篦と同様な大きさと形をもっており，機能的に近い関係にあると推定する。

また，遺物ラベルに「ポイント」と記された石篦の破損品がある。これらは中ほどで破損してお

り，尖端部付近が破損することの多い石鏃や有茎尖頭器と明らかに違っている（図２７４―１～４）。

やはり上端直下の張りや調整加工から基部側の破損品と考える。これを尖頭器の基部とすると，鋭

い尖端部がなければならないが，相当するものがない。やはり成品である石篦の中央部で破損した

基部側に相当することは間違いない。基部側に対し，半円形を呈した刃部側の例も同様に多い。破

損は完存品の平均的な大きさから，器体の中央付近で折れた破損品が多いと推定する。

（３）類例と時期

石篦は東北日本においては山形県日向洞窟における縄文時代草創期の頃から縄文時代を通じて続

いた特徴的な石器である［鈴木・佐川編２００６］。他方，西南日本において石篦が縄文時代石器論の俎

上に上がったことはない。上黒岩遺跡における石篦と同様な例が縄文時代草創期にみられるのかど

うか検討したい。兵庫県国領遺跡では柳又・上黒岩遺跡系の有茎尖頭器とともに出土し，また同県

八代芝崎山遺跡，岡山県大河内遺跡，三重県上ノ広遺跡，同県石神遺跡，長野県小馬背遺跡でも出

土例がある。大河内の石箆にともなう大形の有茎尖頭器は新相の長原系で
（８）

ある。このように西南日

本の広い範囲で類例が見つかっただけでなく，若干の時期差を有することが窺える。

石篦は東北日本では縄文時代を通じて用いられた息の長い石器であるが，西南日本では短期間に

衰退する。石篦が出土した西南日本の遺跡のうち，上黒岩遺跡，国領遺跡，小馬背遺跡はいずれも

近縁な有茎尖頭器を出土した遺跡で，隆起線文土器段階の古い段階に属すると考える。一方，北野

ウチカタビロ遺跡・桐山和田遺跡においては典型的な石篦がなく，長原系有茎尖頭器が流行した頃

には既に衰退しているが，大河内では残存している。石箆が大河内に残存する意味は，サヌカイト

が金山東産であることから石材流通の連動性に関わる石器文化の連鎖から地域差というより，新相

に属する近畿圏の長原系有茎尖頭器のなかでの古い頃が大河内例で，新しい頃が北野ウチカタビ

ロ・桐山和田例と考えたいところである。

以上，「木葉形尖頭器・杏仁形尖頭器」と分類された石器は狩猟具ではなく，西南日本において

柳又・上黒岩系有茎尖頭器が流行した頃を中心として用いられた石篦である。工具と推定する石篦

は石器組成の部分で述べたように上黒岩遺跡の石器類のうち，最も多い器種であり，有茎尖頭器と

ともに遺跡の性格を示す重要な石器である。したがって上黒岩遺跡７層～９層における主要な石製

狩猟具は有茎尖頭器だけとなる。また，鈴木が示した６層：弓矢（石鏃），７層：弓矢（石鏃）＋投

槍（有茎尖頭器）＋槍（突槍），９層：投槍（有茎尖頭器）＋槍（突槍）という狩猟具の変遷のうち，各

層から槍がほぼ消えることになる。既に述べたように石鏃は７～８層だけでなく，９層にも含まれ

ることがわかっている。考古学的には６層の石鏃数と凹石・敲石類を除き，６層～９層に至る有茎

尖頭器・石篦等の形態は均質的であり，大きな違いはない。また石箆の時期を隆起線文土器の同一
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個体が各層で報告されているし［小林２００８］，Ａ区７層と他地区の９層についても同質性が高い土

壌であると調査時の日誌に記されている。このように鈴木道之助が提示した上黒岩遺跡７層から９

層における狩猟具の変遷は石器組成や土層堆積の面から意味をなさない可能性が高い。

（綿貫俊一）

註

（１）――石鏃の研磨についてまとめた渡邊康行は「天然

ガラス黒曜石は，…中略…毒の塗布に際し，反発性が強

く，馴染みにくかった。そのために研磨が必要だったの

ではないか，…。」と考えている［渡邊２００５：７３］。上

黒岩遺跡６層の事例は推定金山産サヌカイトというザラ

ザラとした石であり，渡邊の見解にやや違和感を覚える。

しかし石鏃の機能が，「刺突・打撃・割裂に大別される」

とすれば［下川１９７３］，上黒岩遺跡６層の事例は０．２９g

しかない貧弱な重さであり，対象動物に到底打撃を加え

ることはできず，毒の塗布を考える必要はある。

（２）――洞穴遺跡調査会会報では現在の１次調査を試掘

調査と見做し，現在の２次・３次調査を１次・２次調査

と見なしていたが［江坂１９６２：５］，このときの速報に

Ｃ区６層岩壁近くから人の上腕骨を発見したとある。

（３）――江坂輝彌が「上黒岩遺跡６層に有茎尖頭器がな

い」と記したものはないが，「有舌尖頭器を伴う９層に

は…」という表現で６層が有茎尖頭器の包含層でない理

解を示している［江坂１９６２：５］。この６層を無紋土器

単純文化層とする文化層観の出発点は上黒岩遺跡の１

次・２次調査であるが，その概報には「第�層は土器片

の出土数少なく，口縁破片，底部らしき破片の発見もな

く，無紋の小土器片のみで…」とある［江坂ほか１９６７：

２３２］。このように口縁部なしの小土器片で，出土数の少

ない状態から６層の文化層観が形成されたのである。

（４）――上黒岩遺跡の隆起線文土器に見られる隆線への

器面接合は，平行隆線・垂下隆線ともに摘み捻りながら

接合させるが，捻りに際し爪形が付く。更に隆線を指で

軽く挟み，ナデでて器面に接合させている。十川駄馬崎

遺跡の「豆粒文土器」にも上黒岩遺跡でみられる技法が

観察される他，「豆粒」の端部が破損したかのような状

況を示している。このようなことから筆者は十川駄馬崎

遺跡の「豆粒文土器」は上黒岩遺跡の隆起線文と同じ技

法で接合した土器であり，部分的に隆線が豆粒状に残っ

た状況と考える。

（５）――長原系の有茎尖頭器とは大阪府長原遺跡［田島

１９９３］から出土した有茎尖頭器に代表させた説明便宜上

の呼称である。

（６）――北陸北部東北地方には山形県高畑町周辺や新潟

県田沢遺跡周辺で縄文時代草創期の遺跡が密集する。隆

起線文土器段階の新潟県小瀬ヶ沢洞窟を除く縄文時代草

創期遺跡のうち，山形県日向洞穴と新潟県壬遺跡から出

土した有茎尖頭器の出土数は，膨大な遺物が検出された

なかでそれぞれ僅か４点・２点に留まる［鈴木・佐川編

２００６］。

（７）――鈴木道之助は木葉形尖頭器とした例の写真を

提示しているが，これは本書中の１５３・１９７・４４６にあた

る［鈴木１９９１：３９］。１９７については江坂輝彌等も呈示

している［江坂・岡本・西田１９６７］。

（８）――大河内の報告書の挿図第２３図S６１・S６２が典

型例で，他に尖頭器とされたS２３～S３４に可能性が残る

［岡山県教育委員会２００８］。
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